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は，

「卒業後も手元に残しておきたい教科書」であることを

刊行以来のコンセプトにしています。

令和 5 年度から使用される新しいMOUSA2では，

MOUSA1 の流れを継承しつつ，音楽をより深く学べるようにしました。

　MOUSA1に引き続き，生徒に日々接している先生方の実践的なアイディアを具現化しました。歌唱・
器楽教材については著者と編集部が試演を重ね，創作教材では具体例を挙げて手順を丁寧に示して
います。生徒どうしの会話による楽曲分析を提案する「大解剖」シリーズでは，《からたちの花》を取り
上げました（→本書P.4）。

扱いやすい教材MOUSA2の

　さまざまなジャンルから，教材として音楽の学びをより深めることのできる曲を厳選して掲載しま
した。「ジャンル別MAP」を示すことにより，生徒が幅広く音楽と関わることができるよう配慮してい
ます。また，生活や社会の中の音や音楽，音楽文化に関連付けた内容として，ミュージカルや映画
音楽も取り上げました（→本書P.6）。
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SUN 星野 源 斉唱 12

歩いて帰ろう 斉藤和義 斉唱 13
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　【身振りを伴う表現】 

　①スンム（僧舞）／②コーン／③バリ島のケチャ／ 

　④バラタナーティヤム／⑤セマー（旋回舞踊）／

　⑥チャールダーシュ／⑦フラメンコ／⑧マサイ族の踊り／

　⑨アルゼンチン・タンゴ／⑩フラ 

西洋音楽    
●音楽の要素に着目して，２つの曲を聴き比べよう 99

《和声と創意の試み》第１集〈四季〉から〈冬〉　ヴィヴァルディ

《ブエノスアイレスの冬》　ピアソラ 

●さまざまな主題とその構成を聴き取ろう 100

交響曲第41番 ハ長調 K.551《ジュピター》から第４楽章

W.A.モーツァルト 

創作１ 旋律の雰囲気を変化させよう 34

創作２ 演奏スタイルを変化させよう 35

●オペラ・アリアを味わおう 102

オペラ《リゴレット》から〈女心の歌〉　ヴェルディ
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　愛の死〈優しくかすかな彼のほほえみ〉　ヴァーグナー 

●ロマの音楽の要素とヴァイオリンの超絶技巧による
　表現効果を感じ取ろう 103

演奏会用狂詩曲《ツィガーヌ》　ラヴェル 

●詩と音楽が織りなす表現を味わおう 104

連作歌曲集《冬の旅》D911　シューベルト 

●コンテンポラリー・ミュージックを楽しもう 106

《ハンガリアン・ロック》　リゲティ

弦楽六重奏のための《180 beats per minute》　ヴィトマン  

クローズ・アップ・マエストロ 

L.v.ベートーヴェン 107

ピアノ・ソナタ第14番 嬰
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ハ短調 op.27-2《月光》から第１楽章 

ピアノ協奏曲第５番 変ホ長調 op.73《皇帝》から第１楽章

交響曲第７番 イ長調 op.92から第１楽章  

弦楽四重奏曲第14番 嬰ハ短調 op.131から第１楽章

創作３ 構成を工夫して作品をつくろう 58

創作４ EDM（エレクトロニック・ダンス・ミュージック）をつくろう 60
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誰かがちいさなベルをおす ▶P.24
浜辺の歌 ▶P.25
からたちの花 ▶P.26
Funiculì-Funiculà ▶P.37
Nel cor più non mi sento ▶P.38
Vaga luna, che inargenti ▶P.40
Quando me n’ vo, soletta per la via ▶P.42
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ソナチネ ▶P.54
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夕ぐれ ▶P.92
明日の木 ▶P.95
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シンコペーテッド・クロック ▶P.56

アンサンブル

Kaimana Hila ▶P.30
Happy Birthday to You ▶P.31
Crazy G ▶P.31

ウクレレ 

ソルフェージュ ▶P.20

Kaimana Hila ▶P.30
ラ・クンパルシータ ▶P.82
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天体観測 ▶P.32
愛のロマンス ▶P.83
Tears In Heaven ▶P.84

ギター 

夏は来ぬ ▶P.51
赤とんぼ ▶P.90

心の歌

SUN ▶P.12
歩いて帰ろう ▶P.13
One more time, One more chance ▶P.14
糸 ▶P.16
ハナミズキ ▶P.18
天体観測 ▶P.32
The Phantom of the Opera ▶P.66
All I Ask of  You ▶P.67
涙そうそう ▶P.74
Tears In Heaven ▶P.84
Can’t Take My Eyes Off Of You ▶P.86
We’ve Only Just Begun ▶P.87
上を向いて歩こう ▶P.88

ポピュラー・ソング

Invitation to Music! ▶P.2
文楽 ▶P.4
歌舞伎 ▶P.5
ライヴで楽しもう! ▶P.6

口絵

日本の“うた”の作曲家たち ▶P.24
日本音楽の流れ ▶P.68
琵琶について ▶P.70
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西洋音楽の流れ ▶P.110
作曲家の年表と主な作品 ▶P.118

歴史
ウクレレ ▶P.30
Let’s Play the GUITAR 1 ▶P.33
リコーダーの運指表 ▶P.52
リコーダー（アーティキュレーション ）▶P.53
三線 ▶P.75
篠笛 ▶P.77
箏 ▶P.78
Let’s Play the GUITAR 2 ▶P.83
Let’s Play the GUITAR 3 ▶P.85
ギター／キーボード・コード表 ▶P.116

器楽

ルールを守って音楽を楽しもう！ ▶P.15
変奏曲 ▶P.39
フランス語に由来する言葉 ▶P.43
サティとモンマルトル ▶P.45
音楽を織りなすさまざまな要素 ▶P.98

その他

楽典 ▶P.112
西洋音楽の用語と記号 ▶P.115

楽典

ヴォイス・トレーニング ▶P.10
《Alleluja》を歌う際に ▶P.11
詩の心を大切に歌おう ▶P.17
日本語の歌詞の歌い方 ▶P.17
からたちの花 大解剖！ ▶P.28

イタリア語の歌を歌おう ▶P.36
フランス語の歌を歌おう ▶P.43
ドイツ語の歌を歌おう ▶P.46
長唄に親しもう ▶P.72
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賞

《越後獅子》 ▶P.72

長唄
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上を向いて歩こう ▶P.88
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交響曲第41番 ハ長調 K.551《ジュピター》から第４楽章

W.A.モーツァルト 

創作１ 旋律の雰囲気を変化させよう 34

創作２ 演奏スタイルを変化させよう 35

●オペラ・アリアを味わおう 102

オペラ《リゴレット》から〈女心の歌〉　ヴェルディ

オペラ《トゥーランドット》から〈誰も寝てはならぬ〉　プッチーニ

オペラ（ジングシュピール）《魔
ま

笛
てき

》K.620から

　〈復
ふく

讐
しゅう

の心は地獄のように胸に燃え〉　W.A.モーツァルト

楽劇《トリスタンとイゾルデ》から

　愛の死〈優しくかすかな彼のほほえみ〉　ヴァーグナー 

●ロマの音楽の要素とヴァイオリンの超絶技巧による
　表現効果を感じ取ろう 103

演奏会用狂詩曲《ツィガーヌ》　ラヴェル 

●詩と音楽が織りなす表現を味わおう 104

連作歌曲集《冬の旅》D911　シューベルト 

●コンテンポラリー・ミュージックを楽しもう 106

《ハンガリアン・ロック》　リゲティ

弦楽六重奏のための《180 beats per minute》　ヴィトマン  

クローズ・アップ・マエストロ 

L.v.ベートーヴェン 107

ピアノ・ソナタ第14番 嬰
えい

ハ短調 op.27-2《月光》から第１楽章 

ピアノ協奏曲第５番 変ホ長調 op.73《皇帝》から第１楽章

交響曲第７番 イ長調 op.92から第１楽章  

弦楽四重奏曲第14番 嬰ハ短調 op.131から第１楽章

創作３ 構成を工夫して作品をつくろう 58

創作４ EDM（エレクトロニック・ダンス・ミュージック）をつくろう 60

C O N T E N T S

【歌唱・器楽編】 【資料編】

Alleluja ▶P.10
誰かがちいさなベルをおす ▶P.24
浜辺の歌 ▶P.25
からたちの花 ▶P.26
Funiculì-Funiculà ▶P.37
Nel cor più non mi sento ▶P.38
Vaga luna, che inargenti ▶P.40
Quando me n’ vo, soletta per la via ▶P.42
Je te veux ▶P.44
Sehnsucht nach dem Frühlinge ▶P.47
Der Lindenbaum ▶P.48
Der Vogelfänger bin ich ja ▶P.50

歌曲 三線
　涙そうそう ▶P.74
　安里屋ユンタ ▶P.76
篠笛
　おばば ▶P.77
箏
　〈一段〉 ▶P.79

和楽器

夏は来りぬ ▶P.52
冬 ▶P.53
ソナチネ ▶P.54
ラ・クンパルシータ ▶P.82

リコーダー

糸 ▶P.16
ハナミズキ ▶P.18
Funiculì-Funiculà ▶P.37
夏は来ぬ ▶P.51
赤とんぼ ▶P.90
夕ぐれ ▶P.92
明日の木 ▶P.95

合唱曲

Prelude Ⅲ ▶P.23
シンコペーテッド・クロック ▶P.56

アンサンブル

Kaimana Hila ▶P.30
Happy Birthday to You ▶P.31
Crazy G ▶P.31

ウクレレ 

ソルフェージュ ▶P.20

Kaimana Hila ▶P.30
ラ・クンパルシータ ▶P.82

世界の諸民族の音楽

天体観測 ▶P.32
愛のロマンス ▶P.83
Tears In Heaven ▶P.84

ギター 

夏は来ぬ ▶P.51
赤とんぼ ▶P.90

心の歌

SUN ▶P.12
歩いて帰ろう ▶P.13
One more time, One more chance ▶P.14
糸 ▶P.16
ハナミズキ ▶P.18
天体観測 ▶P.32
The Phantom of the Opera ▶P.66
All I Ask of  You ▶P.67
涙そうそう ▶P.74
Tears In Heaven ▶P.84
Can’t Take My Eyes Off Of You ▶P.86
We’ve Only Just Begun ▶P.87
上を向いて歩こう ▶P.88

ポピュラー・ソング

Invitation to Music! ▶P.2
文楽 ▶P.4
歌舞伎 ▶P.5
ライヴで楽しもう! ▶P.6

口絵

日本の“うた”の作曲家たち ▶P.24
日本音楽の流れ ▶P.68
琵琶について ▶P.70
郷土の芸能 〜風

ふ

流
りゅう

踊
おどり

 ▶P.73
「検

けん

校
ぎょう

」ってなに？ ▶P.78
西洋音楽の流れ ▶P.110
作曲家の年表と主な作品 ▶P.118

歴史
ウクレレ ▶P.30
Let’s Play the GUITAR 1 ▶P.33
リコーダーの運指表 ▶P.52
リコーダー（アーティキュレーション ）▶P.53
三線 ▶P.75
篠笛 ▶P.77
箏 ▶P.78
Let’s Play the GUITAR 2 ▶P.83
Let’s Play the GUITAR 3 ▶P.85
ギター／キーボード・コード表 ▶P.116

器楽

ルールを守って音楽を楽しもう！ ▶P.15
変奏曲 ▶P.39
フランス語に由来する言葉 ▶P.43
サティとモンマルトル ▶P.45
音楽を織りなすさまざまな要素 ▶P.98

その他

楽典 ▶P.112
西洋音楽の用語と記号 ▶P.115

楽典

ヴォイス・トレーニング ▶P.10
《Alleluja》を歌う際に ▶P.11
詩の心を大切に歌おう ▶P.17
日本語の歌詞の歌い方 ▶P.17
からたちの花 大解剖！ ▶P.28

イタリア語の歌を歌おう ▶P.36
フランス語の歌を歌おう ▶P.43
ドイツ語の歌を歌おう ▶P.46
長唄に親しもう ▶P.72

歌唱

歌唱・器楽 創
作

鑑
賞

《越後獅子》 ▶P.72

長唄

The Phantom of the Opera ▶P.66
All I Ask of  You ▶P.67
上を向いて歩こう ▶P.88

ヴォイス・アンサンブル

曲名 作曲 曲態 ページ

A
アレルヤ

lleluja W.A.モーツァルト 斉唱，独唱／伴奏 10

SUN 星野 源 斉唱 12

歩いて帰ろう 斉藤和義 斉唱 13

One more time, One more chance 山崎将義 斉唱 14

糸 中島みゆき 同二 16

ハナミズキ マシコタツロウ 同二 18

ソルフェージュ 読譜，視唱，聴音 他 20

P
プレリュード

relude Ⅲ 三宅悠太 ボディー・パーカッション 23

誰かがちいさなベルをおす 木下牧子 斉唱，独唱 24

浜辺の歌 成田為三 斉唱，独唱 25

からたちの花 山田耕筰 斉唱，独唱／伴奏 26

からたちの花 大解剖! 28

K
カイマナ

aimana H
ヒラ

ila C.E.キング ウクレレ弾き歌い 30

Happy Birthday to You P.S.ヒル，M.J.ヒル ウクレレ弾き歌い 31

Crazy G 作曲者不詳 ウクレレ 31

天体観測 藤原基央 ギター弾き歌い 32

F
フニクリ

uniculì-F
フニクラ

uniculà L.デンツァ 同二 37

N
ネル

el c
コール

or p
ピウ

iù n
ノン

on m
ミ

i s
セント

ento
（うつろな心）

G.パイジエッロ 斉唱，独唱／伴奏 38

V
ヴァーガ

aga l
ルーナ

una, c
ケ

he i
イナルジェンティ

nargenti
（優雅な月よ）

V.ベッリーニ 斉唱，独唱／伴奏 40

Q
クワンド

uando me
メン

 n’ v
ヴォ

o, s
ソレッタ

oletta p
ペル

er l
ラ

a v
ヴィーア

ia
（私が町を歩くと）

G.プッチーニ 独唱 42

J
ジュ

e t
トゥ

e v
ヴ

eux（あなたがほしい） E.サティ 斉唱，独唱 44

S
ゼェーンズフト

ehnsucht n
ナーハ

ach d
デェム

em F
フリューリンゲ

rühlinge
（春への憧

あこが

れ）
W.A.モーツァルト 斉唱，独唱／伴奏 47

曲名 作曲 曲態 ページ

D
デェァ

er L
リンデンバウム

indenbaum（菩
ぼ

提
だい

樹
じゅ

） F.シューベルト 斉唱，独唱 48

D
デェァ

er V
フォーゲルフェンガァ

ogelfänger b
ビン

in i
イッヒ

ch j
ヤー

a
（オイラは鳥刺し）

W.A.モーツァルト 斉唱，独唱 50

夏は来
き

ぬ 心の歌 小山作之助 同二／伴奏 51

夏は来
きた

りぬ 作曲者不明 リコーダー二〜四輪 52

冬（第２楽章） A.ヴィヴァルディ リコーダー斉奏 53

ソナチネ W.A.モーツァルト リコーダー二重奏 54

シンコペーテッド・クロック L.アンダソン キーボード・アンサンブル 56

The Phantom of the Opera A.ロイド=ウェバー 二重唱 66

All I Ask of  You A.ロイド=ウェバー 二重唱 67

長
なが

唄
うた

《越
えち

後
ご

獅
じ

子
し

》から 九世杵屋六左衛門 長唄 72

涙
なだ

そうそう BEGIN 斉唱+三
さん

線
しん

／伴奏 74

安
あ

里
さど

屋
や

ユンタ 宮良長包 三線弾き歌い 76

おばば 岐阜県民謡 篠
しの

笛
ぶえ

，斉唱 77

〈一段〉（《三段の調
しらべ

》から） 久本玄智 箏
こと

79

ラ・クンパルシータ G.M.ロドリゲス リコーダー 他 82

愛のロマンス スペイン民謡 ギター 83

Tears In Heaven E.クラプトン，W.ジェニングス ギター弾き歌い 84

Can’t Take My Eyes Off Of You
（君の瞳に恋してる）

B.クルー，B.ゴーディオ 斉唱 86

We’ve Only Just Begun
（愛のプレリュード）

P.ウィリアムズ，R.ニコルズ 斉唱 87

上を向いて歩こう 中村八大 混四ア・カペラ 88

赤とんぼ 心の歌 山田耕筰 同三，混四 90

夕ぐれ 佐井孝彰 女三／伴奏 92

明
あした

日の木 三宅悠太 混四ア・カペラ 95

ジャンル別MAP

映画を彩
いろど

る音楽 62

　映画音楽を聴こう

　　映画『ハリー・ポッターと賢者の石』　J.ウィリアムズ 

ミュージカル《オペラ座の怪人》　A.ロイド=ウェバー 64

日本の伝統音楽 70

　琵
び

琶
わ

楽
がく

 薩
さつ

摩
ま

琵琶《川
かわ

中
なか

島
じま

》

　文楽《冥
めい

途
ど

の飛
ひ

脚
きゃく

》から〈封
ふう

印
いん

切
きり

の段〉

　歌舞伎《京
きょう

鹿
がの

子
こ

娘
むすめ

道
どう

成
じょう

寺
じ

》 

世界の諸民族の音楽  80

　【身振りを伴う表現】 

　①スンム（僧舞）／②コーン／③バリ島のケチャ／ 

　④バラタナーティヤム／⑤セマー（旋回舞踊）／

　⑥チャールダーシュ／⑦フラメンコ／⑧マサイ族の踊り／

　⑨アルゼンチン・タンゴ／⑩フラ 

西洋音楽    
●音楽の要素に着目して，２つの曲を聴き比べよう 99

《和声と創意の試み》第１集〈四季〉から〈冬〉　ヴィヴァルディ

《ブエノスアイレスの冬》　ピアソラ 

●さまざまな主題とその構成を聴き取ろう 100

交響曲第41番 ハ長調 K.551《ジュピター》から第４楽章

W.A.モーツァルト 

創作１ 旋律の雰囲気を変化させよう 34

創作２ 演奏スタイルを変化させよう 35

●オペラ・アリアを味わおう 102

オペラ《リゴレット》から〈女心の歌〉　ヴェルディ

オペラ《トゥーランドット》から〈誰も寝てはならぬ〉　プッチーニ

オペラ（ジングシュピール）《魔
ま

笛
てき

》K.620から

　〈復
ふく

讐
しゅう

の心は地獄のように胸に燃え〉　W.A.モーツァルト

楽劇《トリスタンとイゾルデ》から

　愛の死〈優しくかすかな彼のほほえみ〉　ヴァーグナー 

●ロマの音楽の要素とヴァイオリンの超絶技巧による
　表現効果を感じ取ろう 103

演奏会用狂詩曲《ツィガーヌ》　ラヴェル 

●詩と音楽が織りなす表現を味わおう 104

連作歌曲集《冬の旅》D911　シューベルト 

●コンテンポラリー・ミュージックを楽しもう 106

《ハンガリアン・ロック》　リゲティ

弦楽六重奏のための《180 beats per minute》　ヴィトマン  

クローズ・アップ・マエストロ 

L.v.ベートーヴェン 107

ピアノ・ソナタ第14番 嬰
えい

ハ短調 op.27-2《月光》から第１楽章 

ピアノ協奏曲第５番 変ホ長調 op.73《皇帝》から第１楽章

交響曲第７番 イ長調 op.92から第１楽章  

弦楽四重奏曲第14番 嬰ハ短調 op.131から第１楽章

創作３ 構成を工夫して作品をつくろう 58

創作４ EDM（エレクトロニック・ダンス・ミュージック）をつくろう 60

C O N T E N T S

【歌唱・器楽編】 【資料編】

Alleluja ▶P.10
誰かがちいさなベルをおす ▶P.24
浜辺の歌 ▶P.25
からたちの花 ▶P.26
Funiculì-Funiculà ▶P.37
Nel cor più non mi sento ▶P.38
Vaga luna, che inargenti ▶P.40
Quando me n’ vo, soletta per la via ▶P.42
Je te veux ▶P.44
Sehnsucht nach dem Frühlinge ▶P.47
Der Lindenbaum ▶P.48
Der Vogelfänger bin ich ja ▶P.50

歌曲 三線
　涙そうそう ▶P.74
　安里屋ユンタ ▶P.76
篠笛
　おばば ▶P.77
箏
　〈一段〉 ▶P.79

和楽器

夏は来りぬ ▶P.52
冬 ▶P.53
ソナチネ ▶P.54
ラ・クンパルシータ ▶P.82

リコーダー

糸 ▶P.16
ハナミズキ ▶P.18
Funiculì-Funiculà ▶P.37
夏は来ぬ ▶P.51
赤とんぼ ▶P.90
夕ぐれ ▶P.92
明日の木 ▶P.95

合唱曲

Prelude Ⅲ ▶P.23
シンコペーテッド・クロック ▶P.56

アンサンブル

Kaimana Hila ▶P.30
Happy Birthday to You ▶P.31
Crazy G ▶P.31

ウクレレ 

ソルフェージュ ▶P.20

Kaimana Hila ▶P.30
ラ・クンパルシータ ▶P.82

世界の諸民族の音楽

天体観測 ▶P.32
愛のロマンス ▶P.83
Tears In Heaven ▶P.84

ギター 

夏は来ぬ ▶P.51
赤とんぼ ▶P.90

心の歌

SUN ▶P.12
歩いて帰ろう ▶P.13
One more time, One more chance ▶P.14
糸 ▶P.16
ハナミズキ ▶P.18
天体観測 ▶P.32
The Phantom of the Opera ▶P.66
All I Ask of  You ▶P.67
涙そうそう ▶P.74
Tears In Heaven ▶P.84
Can’t Take My Eyes Off Of You ▶P.86
We’ve Only Just Begun ▶P.87
上を向いて歩こう ▶P.88

ポピュラー・ソング

Invitation to Music! ▶P.2
文楽 ▶P.4
歌舞伎 ▶P.5
ライヴで楽しもう! ▶P.6

口絵

日本の“うた”の作曲家たち ▶P.24
日本音楽の流れ ▶P.68
琵琶について ▶P.70
郷土の芸能 〜風

ふ

流
りゅう

踊
おどり

 ▶P.73
「検

けん

校
ぎょう

」ってなに？ ▶P.78
西洋音楽の流れ ▶P.110
作曲家の年表と主な作品 ▶P.118

歴史
ウクレレ ▶P.30
Let’s Play the GUITAR 1 ▶P.33
リコーダーの運指表 ▶P.52
リコーダー（アーティキュレーション ）▶P.53
三線 ▶P.75
篠笛 ▶P.77
箏 ▶P.78
Let’s Play the GUITAR 2 ▶P.83
Let’s Play the GUITAR 3 ▶P.85
ギター／キーボード・コード表 ▶P.116

器楽

ルールを守って音楽を楽しもう！ ▶P.15
変奏曲 ▶P.39
フランス語に由来する言葉 ▶P.43
サティとモンマルトル ▶P.45
音楽を織りなすさまざまな要素 ▶P.98

その他

楽典 ▶P.112
西洋音楽の用語と記号 ▶P.115

楽典

ヴォイス・トレーニング ▶P.10
《Alleluja》を歌う際に ▶P.11
詩の心を大切に歌おう ▶P.17
日本語の歌詞の歌い方 ▶P.17
からたちの花 大解剖！ ▶P.28

イタリア語の歌を歌おう ▶P.36
フランス語の歌を歌おう ▶P.43
ドイツ語の歌を歌おう ▶P.46
長唄に親しもう ▶P.72

歌唱

歌唱・器楽 創
作

鑑
賞

《越後獅子》 ▶P.72

長唄

The Phantom of the Opera ▶P.66
All I Ask of  You ▶P.67
上を向いて歩こう ▶P.88

ヴォイス・アンサンブル

（教科書P.8・9 ジャンル別MAP）

音楽の学びをより深めるMOUSA2の

　表現と鑑賞の一体化を図った教材（→本書P.6・7）を取り上げるなど，多角的な視点から一つの作
品にアプローチできるよう工夫している他，〔共通事項〕を手がかりに学習を進めることのできる教材
(→本書P.5）を通して，「主体的・対話的で深い学び」の本質に触れることができます。

多角的な視点MOUSA2の

　二次元コードコンテンツを用いて，視聴したり調べたりする学習活動を充実させました。表現教材
では，朗読やリズム読みによる原語歌詞の発音を，器楽教材では，楽器の仕組みや奏法などを，紙
面のみでなく，音声や動画などでも確認することができます（→本書P.10・11）。

二次元コードコンテンツの充実MOUSA2の



10 11
曲
想
を
感
じ
取
っ
て
、
曲
に
ふ
さ
わ
し
い
発
声
で
歌
お
う

リ
ッ
プ
ロ
ー
ル

A
アレルヤ

lleluja 
ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト 作曲／内

ない

藤
とう

淳
じゅん

一
いち

 編曲

モーツァルト（→P.47）が1773年に作曲したモテット《エクスルターテ・ユビラーテ》K.※165の終曲。この編曲では，その始めと終わりの部分
が用いられている。「Alleluja」とは，旧約聖書に由来する感謝や喜びを表す言葉である。 ※K.→P.47

安定した呼吸を続けるには，肋
ろっ

骨
こつ

の開きを維持することが大切。
　上半身が硬いと肋骨が開きにくくなるので，あらかじめ，胸を広げながら息を吸う，後ろで
手を組んで胸を反らせる，体を左右にひねるなどのストレッチを行っておくとよい。
　肋骨を広げながら吸った息を，コントロールしながら吐き出して歌うためには，広げた肋骨
を閉じないように保つことが大切である。息が残り少なくなってくると体に力が入ってしまい，
肋骨が閉じて肩が内側に入るため背中が丸くなりがちなので，気を付けよう。
　●安定した呼吸を続けるためのEXERCISE
　　①【吸　う】　 心の中で１〜５まで数えながら，喉

のど

の奥に涼しい息を送り込むように鼻から
息を吸う（喉の奥が開いた状態になる）。

　　②【止める】　吸った息を止め，１〜５まで数える（喉の奥を開いたまま維持する）。
　　③【吐　く】　１〜５まで数えながら 吸ったときと同じ速さで口から息を吐く。
　①〜③の動作を，数える数を１つずつ増やしながら繰り返す。

声をよく響かせるためには，喉の奥が開いていることが大切。
　私たちの体には，音が響く空間（咽頭，口腔，鼻腔など）がある。声帯が振動して発生した音を，それらの空間でバランスよ
く共鳴させることで，よく響く声になる。喉の奥に
涼しい息を送り込むように鼻から息を吸い，あくび
をするようなつもりで口を開ける。この状態を保っ
て歌う練習をしよう。

高音域を無理なく発声するためには，音高を滑らかに上下させて歌う練習が効果的。
　肩や首などに力が入っていると，楽に声を出すことができない。緊張を解くためには，リップロール※，ハミング，任意の
母音などで音高を滑らかに上下させて歌う練習をするとよい。その際，音程を少しずつ広げるようにしよう。

息を吸うときは，肋骨全体を
広げるようにする。

　前半は音価の短い音符が多く使われ，後半は音価の長い音符が使われているので，それぞれの特徴を生かした表現を工夫し
ましょう。その際，伴奏譜に記されているアーティキュレーションを参考にするとよいでしょう。

　リズムの細かい部分は正しい音高で歌うのが難しく，声も不安定になりがちです。まずは，音高に注意するとともに，響きを
つかむためにゆっくりとしたテンポでスタッカート
で歌い，その後少しずつ速くしていきましょう。安
定して歌えるようになったら，スタッカートで歌っ
たときのイメージのまま，滑らかに歌いましょう。

　２分音符などの音価の長い音は，右の
譜例のように音価の短い音の連続と捉え，
息の流れを止めずに歌いましょう。その
際，息が少なくなってきても肋骨の開き
を維持し，肩が内側に入らないようにし
ましょう。

この曲を歌う際に，どのようなことに気を付けると
よいですか？

13小節目の16分音符を美しく歌うためには，
どのようなことに気を付けるとよいですか？

21小節目以降の２分音符を歌う際には，
どのようなことに気を付けるとよいですか？

1〜16小節（前半）と17〜28小節（後半）の
曲想の違いを感じ取ることが大切です。

正確な音高で歌うことと，しっかりと響かせる
ようにすることが大切です。

音をのばしている間に音高が不安定になった
り弱くなったりしないようにしましょう。

ヴォイス・トレーニング
V O I C E  T R A I N I N G

《Al le l u j a》を歌う際に
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※ “Ho”の他に“Hu”でも歌おう。

※�リップロール：唇を合わせた状態で息を吐き，唇をブルブルと振動させること。リップトリルともいう。
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 編曲

モーツァルト（→P.47）が1773年に作曲したモテット《エクスルターテ・ユビラーテ》K.※165の終曲。この編曲では，その始めと終わりの部分
が用いられている。「Alleluja」とは，旧約聖書に由来する感謝や喜びを表す言葉である。 ※K.→P.47
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曲想の違いを感じ取ることが大切です。

正確な音高で歌うことと，しっかりと響かせる
ようにすることが大切です。

音をのばしている間に音高が不安定になった
り弱くなったりしないようにしましょう。
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音楽を形づくっている
要素について
分かりやすく解説
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の流れを引き継いで

（教科書P.10・11）

「ヴォイス・トレーニング」は，《Alleluja》だけでなく，
他の歌唱教材にも生かすことができます。

�基本的な発声を身に付けるために最適な教材《Alleluja》を扱ったこのページは，
1年を通して活用することができます。

発声の基本と実践

話すような旋律に
なっている。

拍子が何度も
変わる。歌詞が６つの連からできている。

旋律が大きく跳躍する。

曲に動きが生まれている。

歌詞が６つの連から構成されていて，どれも“からたち”
という言葉で始まっています。

行末が全て“〜よ”となっているので，話しかけているようです。

詩にリズムが生まれているようです。

言葉のまとまりや流れを意識すると，歌に自然な
緩急が付くと思います。

言葉の抑揚と音の高低が合っているので，
話すように歌えますね。

旋律の動きは８分音符の連続になっています。

“白い白い”のように言葉を繰り返す箇所も各連で共通ですね。

言葉のまとまりや旋律と関係があるのかもしれません。

たびたび拍子が変わっているのはなぜでしょうか？

繊細な表現が求められる。

冒頭の旋律が再現される。

第１，第２連とは旋律の形も変わり，曲に動きが
生まれているように感じます。

第３連の歌い出しの部分では，音の跳躍が大きくなります。

歌の旋律に が現れる。

28 29

からたちの花からたちの花
　下に示したグループの会話を参考に，《からたちの花》の歌詞や旋律，曲の構成などについて，グループで分析しよう。そ
して，その内容をもとに，より表情豊かな演奏になるよう工夫しよう。
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歌詞が６つの連からできている。

作曲者はどうしてこのような変化を
付けたのでしょうか？

第１連には“はな”という歌詞が２回出てきますが，
２回目では旋律が大きく跳躍しています（ の部
分）。しかも“な”の音が長くのばされていますね。

高い音を で歌い始めるのが印象的です。
さらにそこからクレシェンドすることで，感情
がより深く伝わってくるようです。

旋律が大きく跳躍する。

話すような旋律になっている。

拍子が何度も変わる。
“いつもいつもとおる道だよ”という歌詞から，歩
く様子を連想して表現したのかもしれません。

ピアノにも８分音符で刻む音型が現れます。

曲に動きが生まれている。

繊細な表現が求められる。

“ないたよ”の語尾は 　で滑らかに下行し，
さらにデクレシェンドも書かれています。

第５連は で始まります。「sempre sotto voce（常
に静かに抑えた声で）」の歌い方がとても大切ですね。

この連の情景や歌詞に込められた気持ちを想像する
ことで，大事なヒントが得られそうです。

“やさしかったよ”のところは，これまでになかった
 のリズムが使われ，また「molto riten.（非

常にすぐに遅く）」の指示もあります。ここではど
のような表現が求められているのでしょうか？

この部分は，ピアノの和音の変化も
感じ取りながら歌いたいです。

その後，ピアノが和音をのばしたままで，“みんなみんな”
と歌い出す部分も印象的です。

第１連にあった「esitando（ためらって）」
の指示がありませんね。

最後の高いEsの音は 　でフェルマータが付いて
います。どのようなイメージで歌うとよいでしょうね。

第６連は第１連と同じ歌詞で，旋律も最後以外は
変わりません。同じ歌い方でよいのでしょうか？

冒頭の旋律が再現される。
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98ページ音楽を織りなすさまざまな要素

第４連でもさらに旋律が変化します。“まろいまろい”
の部分のように音が徐々に上がっていく形は，これま
でありませんでした。

強弱の起伏も大きくなっています。 が使われて
いるのは，曲の中でここだけです。

歌の旋律に が現れる。

話すような旋律に
なっている。

拍子が何度も
変わる。歌詞が６つの連からできている。

旋律が大きく跳躍する。

曲に動きが生まれている。

歌詞が６つの連から構成されていて，どれも“からたち”
という言葉で始まっています。

行末が全て“〜よ”となっているので，話しかけているようです。

詩にリズムが生まれているようです。

言葉のまとまりや流れを意識すると，歌に自然な
緩急が付くと思います。

言葉の抑揚と音の高低が合っているので，
話すように歌えますね。

旋律の動きは８分音符の連続になっています。

“白い白い”のように言葉を繰り返す箇所も各連で共通ですね。

言葉のまとまりや旋律と関係があるのかもしれません。

たびたび拍子が変わっているのはなぜでしょうか？

繊細な表現が求められる。

冒頭の旋律が再現される。

第１，第２連とは旋律の形も変わり，曲に動きが
生まれているように感じます。

第３連の歌い出しの部分では，音の跳躍が大きくなります。

歌の旋律に が現れる。
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　下に示したグループの会話を参考に，《からたちの花》の歌詞や旋律，曲の構成などについて，グループで分析しよう。そ
して，その内容をもとに，より表情豊かな演奏になるよう工夫しよう。
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歌詞が６つの連からできている。

作曲者はどうしてこのような変化を
付けたのでしょうか？

第１連には“はな”という歌詞が２回出てきますが，
２回目では旋律が大きく跳躍しています（ の部
分）。しかも“な”の音が長くのばされていますね。

高い音を で歌い始めるのが印象的です。
さらにそこからクレシェンドすることで，感情
がより深く伝わってくるようです。

旋律が大きく跳躍する。

話すような旋律になっている。

拍子が何度も変わる。
“いつもいつもとおる道だよ”という歌詞から，歩
く様子を連想して表現したのかもしれません。

ピアノにも８分音符で刻む音型が現れます。

曲に動きが生まれている。

繊細な表現が求められる。

“ないたよ”の語尾は 　で滑らかに下行し，
さらにデクレシェンドも書かれています。

第５連は で始まります。「sempre sotto voce（常
に静かに抑えた声で）」の歌い方がとても大切ですね。

この連の情景や歌詞に込められた気持ちを想像する
ことで，大事なヒントが得られそうです。

“やさしかったよ”のところは，これまでになかった
 のリズムが使われ，また「molto riten.（非

常にすぐに遅く）」の指示もあります。ここではど
のような表現が求められているのでしょうか？

この部分は，ピアノの和音の変化も
感じ取りながら歌いたいです。

その後，ピアノが和音をのばしたままで，“みんなみんな”
と歌い出す部分も印象的です。

第１連にあった「esitando（ためらって）」
の指示がありませんね。

最後の高いEsの音は 　でフェルマータが付いて
います。どのようなイメージで歌うとよいでしょうね。

第６連は第１連と同じ歌詞で，旋律も最後以外は
変わりません。同じ歌い方でよいのでしょうか？
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98ページ音楽を織りなすさまざまな要素

第４連でもさらに旋律が変化します。“まろいまろい”
の部分のように音が徐々に上がっていく形は，これま
でありませんでした。

強弱の起伏も大きくなっています。 が使われて
いるのは，曲の中でここだけです。

歌の旋律に が現れる。

表現豊かな
演奏へとつながる
生徒どうしの
会話

（教科書P.28・29）

�「主体的・対話的で深い学び」の本質に触れることができます。

グループの会話を参考に《からたちの花》を分析

ボディー・パーカッションは楽器を用いないため，無理なく
取り組むことができます。

�個々の創造性を育むとともに，グループ活動によって協働しながら�
主体的に取り組むことのできる教材

�「主体的・対話的で深い学び」を継続し，音楽についての理解を深め，個性豊かな音楽表現の工夫を促しながら，
生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と深く関わる資質・能力の育成を目指します。

（教科書P.98・99）

「音楽を織りなすさまざまな要素」を参考に，音楽を形づくっている要素と
曲想との関わりを主体的に捉えることができます。

〔共通事項〕を手がかりに学習を進めることのできる教材

（教科書P.23）

本書のための書き下ろし作品

23

三宅悠太（1983〜　）は東京都出身の作曲家で，合唱，管弦楽，室内楽，舞台音楽など多岐にわたる作曲・編曲を手がけている。

P
プレリュード

relude Ⅲ 
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み
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 作曲

※Ⅰのソロが　　　と　　　の部分を即興的に演奏した後，
　Ⅰ，Ⅱのその他全員は続けてそれを模倣する。

（ソロ）

（Ⅰ，Ⅱのその他全員）

（Ⅰ全員）

（Ⅱ全員）

p
ポーコ
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oco：少しずつ
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演
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演
奏

この音型が反復される

98 99

　〈四季〉は，独奏ヴァイオリンと弦楽合奏，通奏低音のための協奏曲（→P.110）で
ある。〈春〉〈夏〉〈秋〉〈冬〉の４曲からなり，それぞれ急-緩-急を基本とする３つの
楽章で構成されている。各曲には作者不明のソネット※が添えられており，標題音
楽（→P.111）の先駆的作品であるといわれている。

　ピアソラが結成し，自身も演奏に加わっていたバンドネオン(→P.82），ピアノ，
ヴァイオリン，エレクトリック・ギター，コントラバスによる五重奏団のために書
かれた作品である。

音楽は，さまざまな要素が関わり合ってできている。これらの要素の働きを理解し，表現や鑑賞の学習に生かそう。

音楽の要素に着目して，２つの曲を聴き比べよう

《和声と創意の試み》第１集〈四季〉から〈冬〉 
アントニオ・ヴィヴァルディ 作曲

《ブエノスアイレスの冬》 アストル・ピアソラ 作曲

◉ 第１楽章：独奏ヴァイオリンによる急速な旋律。

◉ 緩やかなテンポで始まる冒頭の旋律。

◉ ４小節単位で繰り返される低音と，順次進行を主体とした旋律。

◉ 同音が連続する伴奏にのせて演奏される和音の旋律。

◉ 第１楽章：リズミカルな音型の反復。

◉ 第２楽章：ピッツィカートなどの伴奏にのせて演奏される旋律。

音楽を織りなすさまざまな要素

　　

声：女声／男声
曲種に応じた声（オペラの声／日本の民謡の声）

楽器：いろいろな楽器の音色
　　　 奏法による音色の違い（薩

さつ

摩
ま

琵
び

琶
わ

のサワリ／篠
しの

笛
ぶえ

の指打ち／
ヴァイオリンを弓で弾く音と指ではじくピッツィカートの音）

身の回りの音：自然音や環境音

拍や拍子，曲を特徴付けているリズム などリズム

和音や和声，音や旋律の
重なり方 などテクスチュア

拍：音楽の流れの中で等間隔で刻まれる時間の単位
拍子：拍のまとまりにみられる周期性
いろいろなリズム：

世界の諸民族の音楽や日本の伝統音楽のリズム：
　拍節的な（拍のある）リズム （《おばば》／「アルゼンチン・タンゴ」）

　無拍節的な（拍のない）リズム （「セマー」の朗唱部分）

　間
ま

3連符 スウィング

シンコペーション

音量や音の高低にかかわらず特有の音として
認識できるもの など音色

速度（テンポ）の設定，変化，緩急の対比 など速度

音のつながり方やフレーズ，旋律を生み出す
音階や調 など旋律

音量の設定，強弱の変化や対比 など強弱

楽曲形式，形式にとらわれないスタイル など形式

反復，変化，対照，主題の扱い方 など構成

その他の要素

一定の速度：メトロノーム記号（  ）　　
　　　　　　速度用語（Andante，Allegro など）　
速度の変化：rit.， accel.

日本の伝統音楽における速度の変化：序
じょ

破
は

急
きゅう

※

　※しだいに速くなる速度を表す際に用いられる。

旋律の性格付けに影響を与えるもの： 音階，調性，音程，
音域

進行（連続する２音の高低の変化）の種類：

下行上行

「跳躍進行」「順次進行」

モノフォニー：単旋律
ポリフォニー：複数の独立した旋律の組み合わせ
　　　　　　　（《夏は来

きた

りぬ》）

ホモフォニー：主旋律と和声的な伴奏の組み合わせ
　　　　　　　（《S

ゼェーンズフト

ehnsucht n
ナーハ

ach d
デェム

em F
フリューリンゲ

rühlinge》）

日本の伝統音楽の音や旋律の重ね方

　通常，8小節のまとまりを「大楽節」といい，「続く感じ」
の前半4小節と「終わる感じ」の後半４小節に分けることが
できる。この４小節のまとまりを「小楽節」と呼ぶ。説明の
際，大楽節にはA‚B‚C，小楽節にはa‚b‚cを用いることが
多い。
二部形式：例 ①A(a a’) B(b a’)　②A(a a’) B(b b’)
三部形式：例 ①A(a a’) B(b b’) A(a a’)
　　　　　　 ②A(a a’) B(b b’) A(a a’’)
ロンド形式：例① A-B-A-C-A　② A-B-A-C-A-B-A
ソナタ形式： 提示部 - 展開部 - 再現部 - コーダ

日本の伝統音楽における形式：序
じょ

破
は

急
きゅう

※

　※「はじめ・なか・おわり」という形式上の３つの区分。

主題の対比

作曲者の意図や表現の様式／地域や民族，時代による違い
演奏者による解釈の違い／他の芸術との関わり　など

「主題 A 」

「主題 D 」

W.A.モーツァルト：交響曲第41番《ジュピター》から第4楽章

音楽の要素に着目して鑑賞し，
共通点を話し合おう。

一定の強弱を示す記号：

強弱の変化を示す用語：dim.，decresc.，cresc. 

※ソネット：13世紀頃からイタリアで作られるようになった14行からなる定型詩。

　イタリアの作曲家ヴィヴァルディ（1678〜1741）が作曲した〈冬〉（1725年頃出版）と，アルゼンチンの作曲家ピア
ソラ（1921〜1992）が作曲した《ブエノスアイレスの冬》（1969年発表）は，どちらもタイトルに「冬」が用いられている。
作られた時代や地域の異なる２曲が，それぞれ「冬」をどのように表現しているのか聴き比べよう。

〈四季〉の演奏：エウローパ・ガランテ
独奏ヴァイオリン：ファビオ・ビオンディ

バンドネオンを演奏するピアソラ

　実験的で斬新なタンゴのスタイルを
打ち出したピアソラは，パリやニュー
ヨークでも活躍した。生前は「タンゴ
の破壊者」と呼ばれることもあったが，
1990年代後半にはクラシック音楽の
演奏家たちが相次いで彼の作品を取り
上げるようになった。
　この曲以前に《ブエノスアイレスの
夏》が作曲され，後に作られた《ブエノ
スアイレスの秋》《ブエノスアイレスの
春》とともに，《ブエノスアイレスの四
季》としてまとめて演奏されることも
多い。また，編成にはさまざまなもの
がある。

　ヴィヴァルディは，ヴァイオリン奏者の父親から音楽の手
ほどきを受けた。1703年からヴェネツィアのピエタ養育院
でヴァイオリン教師を務める他，作曲家，指揮者としても活
躍した。彼は，この養育院の演奏会のために数多くの作品を
残している。500曲以上ある協奏曲では，〈冬〉のようにヴァ
イオリンを独奏楽器とする作品が多い。

：オッターヴァ・バッサ（８度低く）
pizz.：ピッツィカート（弦を指ではじく奏法。通常は右手の指を使う）　　arco：アルコ（弓で）

82ページ アルゼンチン・タンゴ53ページ 冬 115ページ楽器名の略表記110ページ西洋音楽の流れ

《上を向いて歩こう》

アンサンブルの教材としては，
キーボード・アンサンブル
《シンコペーテッド・クロック》も
掲載しました（教科書P.56・57）。

その他，MOUSA1に引き続き，
ウクレレを取り上げています

（教科書P.30・31／→本書P.10）。

新しい合唱曲も２曲，本書のために
書き下ろしていただきました。

●合唱曲：�《夕ぐれ》佐井孝彰（教科書P.92〜94）

 　《明
あした

日の木》三宅悠太（教科書P.95〜97）
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　100年以上にわたり，映画は多くの人々を夢中にさせてき
た。私たちはスクリーンを通して新しいものに出会ったり，
歴史をたどったり，物語の世界に浸ったりすることができる。

映画に音楽が付けられるようになったのは1920年代からで
あるが，今や音楽は映画に欠かせないほど重要な役割を占め
ている。作品に彩りを添える映画音楽を聴いてみよう。

　映画『ハリー・ポッターと賢者の石』では，登場人物や特定の物事，状況な
どと結び付いた音楽が，全編を通して繰り返し用いられている。それによっ
て内容がより分かりやすくなり，各場面の印象はいっそう強まる。これは「ラ
イトモティーフ(示導動機)」と呼ばれ，R.ヴァーグナー (→P.102)がオペラ
や楽劇において用いている。

映画『ハリー・ポッターと賢者の石』
オリジナル・サウンドトラック

　ハリーが魔法の鏡の中に両親を見つける場面や，賢者の石の隠し場所に向かおうとするハリーをハーマイオニーが励
ます場面などで用いられる。最後に，ハリーがハグリッド(ホグワーツの森番で，幼少時にハリーを助けた魔法使い)
から両親の写真をプレゼントされて汽車で実家に帰る場面でも，印象的に使われている。

　魔法の町にある銀行の地下金庫から賢者の石が取り出される場面や，ヴォルデモートのことが語られたり闇の魔法が
使われたりする場面などで，それぞれのテーマが用いられる。終盤でハリーがヴォルデモートと対決する場面では，こ
れらのテーマを工夫して使うことによって，緊迫感を高めている。

賢者の石のテーマ ヴォルデモートのテーマ

●ラロ・シフリン
　『ダーティハリー』1971
　『燃えよドラゴン』1973

●ハンス・ジマー
　『レインマン』1988
　『ライオン・キング』1994

●ヴァンゲリス
　『炎のランナー』1981
　『ブレードランナー』1982

●ジョルジュ・ドルリュー
　『突然炎のごとく』1962
　『プラトーン』1986

●ミシェル・ルグラン
　『シェルブールの雨傘』1964
　『ロシュフォールの恋人たち』1967

●フランシス・レイ
　『男と女』1966　
　『ある愛の詩

うた

』1970

●モーリス・ジャール
　『アラビアのロレンス』1962
　『ドクトル・ジバゴ』1965

●ニーノ・ロータ
　『太陽がいっぱい』1960
　『ゴッドファーザー』1972

●エンニオ・モリコーネ
　『シシリアン』1969
　『ニュー・シネマ・パラダイス』1988

●ジョルジオ・モロダー
　『フラッシュダンス』1983
　『トップガン』1986

●アルフレッド・ニューマン
　『嵐が丘』1939　
　『慕情』1955

●バーナード・ハーマン
　『市民ケーン』1941
　『サイコ』1960
　『タクシードライバー』1976

●ヘンリー・マンシーニ
　『ティファニーで朝食を』1961　
　『ひまわり』1970

●マックス・スタイナー
　『風と共に去りぬ』1939
　『カサブランカ』1942

●坂
さか

本
もと

龍
りゅう

一
いち

　『戦場のメリークリスマス』1983　
　『ラストエンペラー』1987

●久
ひさ

石
いし

譲
じょう

　『Wの悲劇』1984
　『もののけ姫』1997
　『風立ちぬ』2013

映画のサウンドトラックを聴こう� （「サウンドトラック」とは映画の音楽を収録したアルバム。略称は「サントラ」）

●『雨に唄えば』1952　●『ゴジラ』1954　●『死刑台のエレベーター』1958　●『ウエスト・サイド物語』1961 
●『マイ・フェア・レディ』1964　●『サウンド・オブ・ミュージック』1965　●『エクソシスト』1973　●『ロッキー』1976
●『サタデー・ナイト・フィーバー』1977　●『スーパーマン』1978　●『グラン・ブルー』1988　●『ゴースト/ニューヨークの幻』1990
●『タイタニック』1997　●『ロード・オブ・ザ・リング』2001　●『ソウ』2004 　●『ハートビート』2016

映画がきっかけとなって広く知られるようになった音楽作品�

●『戦艦ポチョムキン』1925 D.ショスタコーヴィチ：交響曲第 11 番 ト短調《1905年》 第 2 楽章※

※1976年公開の完全版に使用された。

●『2001年宇宙の旅』1968 R.シュトラウス：交響詩《ツァラトゥストラはこう語った》
●『ベニスに死す』1971 G.マーラー：交響曲第 5 番 嬰

えい

ハ短調 第 4 楽章〈アダージェット〉
●『地獄の黙示録』1979 R.ヴァーグナー：楽劇《ヴァルキューレ》から〈ヴァルキューレの騎行〉

●『愛と哀
かな

しみのボレロ』1981 M.ラヴェル：バレエ音楽《ボレロ》 
●『エンリコ四世』1984 A.ピアソラ：《オブリヴィオン》
●『プラトーン』1986 S.バーバー：弦楽のためのアダージョ
●『ゴッドファーザー PART�Ⅲ』1990 P.マスカーニ：オペラ《カヴァレリア・ルスティカーナ》から間奏曲
●『羊たちの沈黙』1991  J.S.バッハ：ゴルトベルク変奏曲 
●『シャイン』1996 S.ラフマニノフ：ピアノ協奏曲第 3 番 ニ短調

作曲家と主な映画音楽� （分類は作曲家の出生地による。『映画タイトル』公開年）
11歳の少年ハリー・ポッターはホグワーツ魔法魔術学校に入学し，同じ寮の同級生ロン・
ウィーズリーやハーマイオニー・グレンジャーと友情を深める。一方，ハリーの両親を

手に掛け，現在は肉体を失っている闇の魔法使いヴォルデモートは復活をもくろみ，魔法魔術学校の
地下に隠されている特別な力をもつ「賢者の石」を奪おうとしていた。

あらすじ

　イギリスの作家 J.K.ローリングの小説を映画化したもので，
日本では2001年に公開されて大きな話題を呼んだ。この第
1作の後，2011年までに全8作が制作され，人気シリーズ
となった。

映画『ハリー・ポッターと賢者の石』映画『ハリー・ポッターと賢者の石』

　アメリカの作曲家，指揮者。『ジョーズ』（’75），『ス
ター・ウォーズ』（’77），『E.T.』（’82），『ジュラシック・
パーク』（’93）など数多くの映画音楽の傑作を生み出
している。

作曲者ジョン・ウィリアムズ作曲者ジョン・ウィリアムズ（1932〜　）（1932〜　）

※チェレスタ：共鳴箱付きの鍵盤楽器。金属の音盤をハンマーでたたいて高い音域の音を出す。

　冒頭でハリーが伯母夫婦の家に預けられる場面では，このテーマがホルン，オーボエ，チェレスタ※など楽器や曲調
を変えながら演奏される。このテーマは他にもさまざまな場面に登場する。

　ハリーが伯母家族と動物園に行く場面や，魔法魔術学校の新入生たちが飛ぶ訓練をする場面，また「クィディッチ」（ほ
うきに乗って飛びながら空中で行う球技)の試合の場面などで用いられる。 試合では激しい戦いが繰り広げられ，その
中でこのテーマが変化していく。

映画音楽を映画音楽を
聴こう聴こう

今までに鑑賞した映画や映画音楽と自分との関わりについてプレゼンテーションしよう。

●マイケル・ナイマン
　『仕立て屋の恋』1989
　『ピアノ・レッスン』1993

●ジョン・バリー
　『007ゴールドフィンガー』1964　
　『ダンス・ウィズ・ウルブズ』1990

⃝�それぞれのテーマが表現しているものに注目して音楽のさまざまな要素（→P.98）
の特徴を捉えよう。
⃝�同じテーマが場面に応じて変化して用いられている様子について話し合おう。

����ハリーやヘドウィグハリーやヘドウィグ（ハリーのペットの白フクロウ）（ハリーのペットの白フクロウ）を表すテーマ，及び映画全体を象徴するテーマを表すテーマ，及び映画全体を象徴するテーマ

��騒動が起こったり，ほうきに乗って飛んだりする場面などで用いられるテーマ騒動が起こったり，ほうきに乗って飛んだりする場面などで用いられるテーマ

賢者の石やヴォルデモートを表すテーマ賢者の石やヴォルデモートを表すテーマ

愛情や友情を象徴するテーマ愛情や友情を象徴するテーマ

ギ
タ
ー
動
画（
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ギ
タ
ー
の
構
え
方
）
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　《オペラ座の怪人》は，フランスの作家ガストン・ルルー
（1868〜1927）がパリ・オペラ座（ガルニエ宮

きゅう

）で起こった史
実を引用して書いた同名の怪奇小説を原作とする。1986年
にロンドンのウエスト・エンド※で初演されたこの作品は，

ニューヨークのブロードウェイでも記録的なヒットとなり，
長きにわたり世界各地で上演され続けている。作曲者のロイ
ド=ウェバー（1948〜　）は，《キャッツ》《オペラ座の怪人》な
どロンドン発の傑作を次々と世に送り出した。

※�ウエスト・エンド：ロンドンの中心地で，劇場が集中する地区。この地名は「ブロードウェイ」と並び，ミュージカルの代名詞にもなっている。

�⃝�歌，せりふ，踊りなどが一体となったミュージカルの表現の特徴を感じ取ろう。
⃝�自分の気に入った曲を選び，その特徴やよさを伝えよう。

　1905年，パリ・オペラ座で劇場の所有する品々がオー
クションにかけられている。劇場の地下室で見つかった猿
のオルゴールに続き，謎に包まれた，とある事件にまつわ

るシャンデリアが登場する。それを覆っていた布が取り払
われるとパイプオルガンが鳴り響き（〈Overture〉），半世
紀の時を遡

さかのぼ

って物語が幕を開ける。

　オペラの舞台稽
げい

古
こ

中，謎めいた事件がたびたび起こり，
プリマ・ドンナのカルロッタは役を降りてしまう。代役に
選ばれたクリスティーヌは喝

かっ

采
さい

を浴び，幼なじみのラウル
とも再会して喜び合う。クリスティーヌとラウルが親密に
なっていくことに気付いた怪人は，彼女を地下の隠れ家へ
と連れ去るが，彼女に仮面を外され顔を見られてしまう。

　一方，オペラ座には怪人からの手紙が届き，そこにはク
リスティーヌを主役にしなければ災いが起こると書かれて
いた。しかしそれに従わなかったため惨事が起こり，公演
は中断する。ラウルはクリスティーヌをオペラ座の屋上へ
連れ出し，怯

おび

える彼女を優しく包み込む。それを見て深く
絶望した怪人は，客席にシャンデリアを落下させる。

第1幕 19世紀中頃，パリ・オペラ座

Overture

カルロッタの代役としてプリマ・ドンナに抜
ばっ

擢
てき

されたクリス
ティーヌ。大観衆の前でこのアリアを歌う。

怪人がクリスティーヌにささやきかけるように歌い，夜の調べ
の中へと彼女を誘

いざな

う。
大
おお

晦
みそか

日の夜，半年前の惨事を忘れたかのように楽しむ人々。華
やかな仮面舞踏会で，劇場の関係者たちが歌い踊る。

怪人：ラミン・カリムルー
クリスティーヌ：シエラ・ボーゲス

友人のメグにどうして歌がうまくなったのかと聞かれ，クリス
ティーヌは「音楽の天使」のレッスンのおかげだと答えて歌う。

第１幕を彩
いろど

るミュージカル・ナンバー 第2幕を彩るミュージカル・ナンバー

このミュージカルを象徴するナンバー。クリスティーヌは怪人
とともに小舟に乗り，隠れ家へ通じる地下の湖を進んでいく。

怯えるクリスティーヌに愛を告白するラウル。オペラ座の屋上
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スティーヌに激しい愛を告白する。彼女はそれに応えて歌う。

　仮面舞踏会が繰り広げられる中，クリスティーヌとラウ
ルは密かに婚約する。そこへ仮装した怪人が突然現れ，自
作のオペラ《ドン・ファンの勝利》の上演を要求する。半年
前の惨事もあり，支配人たちは怪人の要求に従うことを決
める。
　《ドン・ファンの勝利》の上演初日。怪人はドン・ファン役
に扮

ふん

しクリスティーヌに愛を告白するが，本来の相手役で

はないと察した彼女は，彼の仮面を剥
は

ぎ取る。舞台が騒然
となる中，怪人は彼女を地下へ連れ去っていく。ラウルは
２人の後を追うが，怪人に縄で捕らえられてしまう。「私
の愛を受け入れるか，ラウルの死を見るか」と迫られたク
リスティーヌは，孤独な怪人を哀れみ彼にキスをする。愛
し合うクリスティーヌとラウルを残し，怪人は暗闇の中へ
と消えていく。

第2幕 半年後，パリ・オペラ座

　プリマ・ドンナとは，イタリア語で「第１の（prima）女性（donna）」という意味をもち，オペラでヒ
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もこのように呼ばれる。プリマ・ドンナと呼ばれた歌手として，マリア・カラス（1923〜1977），レ
ナータ・テバルディ（1922〜2004），日本人では三浦環

たまき

（1884〜1946）などが挙げられる。

プリマ・ドンナ
とは？

ラブ・ストーリー？ それともホラー？  〜クリスティーヌをめぐる三角関係

私の大切な音楽の天使…
仮面に隠れた，その顔は？

私の宝物，
クリスティーヌ…
私のために
歌ってくれ。

あのときのラウルね!？
また会えるなんて！

幼なじみの君が
こんなに美しく
なるなんて！

自らを「音楽の天使」と名のる。
仮面で顔を隠し，オペラ座の

地下深くに身を潜める。

オペラ座のコーラス・ガール。
怪人から密

ひそ

かに歌のレッスンを
受け，歌手として頭角を現す。

オペラ座の新たなスポンサー。
怪人に阻

はば

まれつつも，愛する
クリスティーヌを守り続ける。

66ページThe Phantom of the Opera 67ページAll I Ask of You

オペラ座の怪人ミュージカル アンドリュー・ロイド=ウェバー�作曲

T h e  P H A N T O M  o f  t h e  O P E R A

Think of Me Angel of Music

The Phantom of the Opera

The Music of the Night

All I Ask of You

M
マスカレード

asquerade

The Point of No Return

プロローグ

オペラ座の怪人 クリスティーヌ・ダーエ ラウル・シャニュイ子爵

音楽と映画の場面との
結び付きに

着目した鑑賞教材

6 7

新しい 　　　　  の新たな企画

数々の傑作を世に送り出しているロイド＝ウェバー作曲のミュージカル《オペラ座の怪人》
を取り上げました。鑑賞をする際に物語のあらすじや歌詞の内容，登場人物の心情などを
理解しやすいよう紙面構成を工夫しています。また，ミュージカル・ナンバーを表現教材と
して取り上げ，多角的な視点からアプローチすることにより，個性豊かな歌唱表現を促す
ねらいもあります。

ミュージカル

映画音楽

（教科書P.64・65）

100年以上にわたり，多くの人々を夢中にさせてきた映画において，今や音楽は欠かせない
ものとなっています。MOUSA2では見開きで映画音楽を特集。左ページでは，作曲家とそ
の代表的な映画音楽や，クラシック音楽が使われている映画を紹介し，右ページでは，映画『ハ
リー・ポッターと賢者の石』を取り上げ，あらすじと主要なテーマを鑑賞のヒントとして掲載
しています。

（教科書P.62・63）

メトロポリタン・オペラ2017年公演から口絵

（教科書P.2・3）

102
オペラ・アリアを味わおう
　オペラは，16世紀末にイタリアのフィレンツェで生まれ，その後イタリアを中心に
ヨーロッパ各地で流行した。18世紀までは，多くの作曲家がイタリア語によるオペラ
の作曲に励んだ。19世紀になると，個性を尊重するロマン主義の影響のもと，各国で
特徴的なオペラが盛んに作られた。ここでは，歌手にとって最大の聴かせどころであり
見せ場でもある「アリア」の名曲を聴き比べよう。

オペラ《魔笛》
夜の女王：キャスリン・ルイック

�さまざまな演奏表現を味わい，それぞれの曲の特徴や
よさをまとめ，話し合おう。

オペラ《リゴレット》から
〈女心の歌〉　L

ラ
a d

ドンナ
onna è

エ
 m

モービレ
obile　ジュゼッペ・ヴェルディ 作曲

　ヴェルディ（1813〜1901）のオペラ《リゴレット》は，1851年にヴェネツィアで初演された。好色なマントヴァ公爵に仕え
る道化師リゴレットとその娘の哀れな死別で幕を閉じるこの悲劇では，物語や登場人物の感情が劇的な音楽で表現されている。
　このアリアは，マントヴァ公爵が女性を口説く場面で歌われる。歌い出しの「風の中の羽のように」をそのまま曲名にするこ
ともあり，女心を風に舞う羽にたとえて軽快に演奏される。
旋律の覚えやすさから，初演の翌日にはヴェネツィアの市中
でもよく歌われたと伝えられている。

オペラ（ジングシュピール）《魔
ま

笛
てき

》 K.620から
〈復

ふく

讐
しゅう

の心は地獄のように胸に燃え〉　D
デェァ

er H
ヘレ
ölle R

ラッヘ
ache k

コホト
ocht i

イン
n m

マイネム
einem H

ヘルツェン
erzen　ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト 作曲

　モーツァルト（1756〜1791）のオペラの多くはイタリア語の台本によるものだが，ドイツ語の作品もいくつか残されている。
シカネーダー（1751〜1812）のドイツ語の台本による《魔笛》は，1791年にウィーンで初演された。
　このアリアは，夜の女王が宿敵ザラストロに対する怒りに燃え，娘のパミーナに彼を殺すよう強要する場面で歌われる。高
音域で装飾的かつ技巧的な歌唱法を用いた，ソプラノ
歌手の技術が試される曲であり，聴かせどころの一つ
にもなっている。

オペラ《トゥーランドット》から
〈誰も寝てはならぬ〉　N

ネッスン
essun d

ドルマ
orma!　ジャコモ・プッチーニ 作曲

　プッチーニ（1858〜1924）の遺作となったオペラ《トゥーランドット》は，1926年にミラノで初演された。物語はいつなの
かも分からない伝説時代の中国の北

ペキン

京が舞台となっており，音楽には東洋風の情趣が取り入れられている。
　このアリアは，トゥーランドット姫が異国の王子（カラフ）の名前を夜明けまでに探り出すよう家来たちに命じる場面の後に
歌われる。カラフは「何

なん

人
ぴと

も私の名を知ることはできぬ」と姫への愛と勝利
を確信し，「貴

あなた

女の 唇
くちびる

にそれを告げよう」と彼女への想
おも

いを甘美な旋律にの
せて高らかに歌い上げる。

98ページ 音楽を織りなすさまざまな要素

楽劇《トリスタンとイゾルデ》から
愛の死〈優しくかすかな彼のほほえみ〉　M

ミルト
ild u

ウント
nd l

ライゼ
eise w

ヴィー
ie e

エァ
r l

レッヒェルト
ächelt　リヒャルト・ヴァーグナー 作曲

　ヴァーグナー（1813〜1883）は，従来のオペラを改革して劇の内容と音楽をより一層融合させ，自らの理想を実現するべ
く「楽劇」を創始した。楽劇として最初の作品である《トリスタンとイゾルデ》は，1865年にミュンヘンで初演された。
　このアリアは，許されざる愛のため死に至った恋人トリスタンに寄り添い，イゾルデが自らも死を迎える物語の最後で歌わ
れる。前奏曲の冒頭に登場し，物語の重要な場面でしばしば現れる不安定な響きの和音（トリスタン和音）が，最後には安定し
た響きの和音に変化し，恋人たちの愛の救済を暗示して幕を閉じる。

E-hrn., Cl., Fg.

Vc.

Ob.
前奏曲
の冒頭

トリスタン和音

50ページ D
デェァ

er V
フォーゲルフェンガァ

ogelfänger b
ビン

in i
イッヒ

ch j
ヤー

a

テノール

テノール

ソプラノ

ソプラノ

2ページ Invitation to Music!

（教科書P.102）

（教科書P.50）

表現（歌唱）

生活や社会の中の音や音楽，音楽文化の中でも触れる機会が多いと思われるミュージカルや
映画音楽を取り上げ，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに，音楽への理解を深め，
創意工夫を生かした音楽活動につなげることができるような教材を用意しました。

モーツァルトのオペラ（ジングシュピール）《魔笛》に３つの観点からアプローチしています。
まず口絵では，舞台の様子を大きく掲載し，音楽の世界へといざないます。また，歌
唱教材と鑑賞教材それぞれにアリアを厳選。歌唱教材のアリアは，原語だけでなく，
声楽家の宮本益光氏による日本語詞も併せて掲載しているので，心情を捉えやすく表
情豊かに歌うことができます。

●アリア：《Der�Vogelfänger�bin�ich�ja》�
� 　�（オイラは鳥刺し）

●掲載曲：《The�Phantom�of�the�Opera》（教科書P.66）／《All�I�Ask�of�You》（教科書P.67）

《オペラ座の怪人》
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ようこ
そ音楽

の世界
へ！

メトロポリタン・オペラ2017年公演から

オペラ（ジングシュピール）《魔
ま

笛
て き

》（W.A.モーツァルト 作曲）　→P.50 ／ P.102

ニューヨークを本拠地とするメトロポリタン・オペラは，圧倒的な演奏
と斬新な演出によって世界中のオペラ・ファンをとりこにしている。
2017年に上演された《魔笛》は，ミュージカル《ライオンキング》の演出
家ジュリー・テイモアによる幻想的な世界観で観客を魅了した。

ⒸRichard Termine/Metropolitan Opera

Invitation 

        t
o Music!
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ようこ
そ音楽

の世界
へ！

メトロポリタン・オペラ2017年公演から

オペラ（ジングシュピール）《魔
ま

笛
て き

》（W.A.モーツァルト 作曲）　→P.50 ／ P.102

ニューヨークを本拠地とするメトロポリタン・オペラは，圧倒的な演奏
と斬新な演出によって世界中のオペラ・ファンをとりこにしている。
2017年に上演された《魔笛》は，ミュージカル《ライオンキング》の演出
家ジュリー・テイモアによる幻想的な世界観で観客を魅了した。

ⒸRichard Termine/Metropolitan Opera

Invitation 

        t
o Music!

鑑賞

オペラ

の演奏例

（笛）

（笛）

50

原
語
歌
詞

場
面
の
状
況
や
登
場
人
物
の
心
情
を
考
え
、
豊
か
な
表
現
で
歌
お
う

第１幕第２場で歌われるアリア。鳥刺しのパパゲーノが，大きな鳥かごを背負って，パンパイプと呼ばれる笛を鳴らしながら陽気に歌う。
ジングシュピールとは，18世紀から19世紀前半にかけて上演されたせりふ入りのドイツ語によるオペラで，大衆向けの娯楽音楽劇である。

46ページ ドイツ語の歌を歌おう
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〜である
in     b

知られた
ekannt

b
〜の間で

ei      A
年をとった

lt     u
そして

nd     J
若い
ung     i

〜の中で
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全体
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W
知っている
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〔定冠詞〕
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呼び笛

ocken     u
〜を扱う

mzugehn

u
そして
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〜を
ufs     P

笛を吹くことを
feifen     z

〔不定詞〕
u     v

心得ている
erstehn.

D
それゆえに

rum     k
〜できる

ann     i
僕は
ch     f

明るい
roh     u

そして
nd     l

陽気な
ustig     s

いる
ein,

d
〜だからである

enn       a
全ての

lle     V
鳥

ögel     s
〜は
ind     j

そう
a     m

僕のもの
ein.

そう，僕は鳥刺し

いつも陽気さ，ホイ，サッサ！

僕は鳥刺しで有名だ

国中のお年寄りや若者の間で。

僕は呼び笛の扱い方を知っていて

吹き方を心得ている。

それゆえに，僕は明るく，陽気でいられるのさ，

全ての鳥はそう，僕のものだから。

※下線部は２語で１つの意味となる。

2ページ Invitation to Music! 102ページオペラ・アリアを味わおう

《Der Vogelfänger bin ich ja》 原語歌詞の意味

D
デェァ

er V
フォーゲルフェンガァ

ogelfänger b
ビン

in i
イッヒ

ch j
ヤー

a（オイラは鳥刺し）
（オペラ（ジングシュピール）《魔

ま

笛
てき

》から）

エマヌエル・シカネーダー 作詞／宮
みや

本
もと

益
ます

光
みつ

 日本語詞／ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト 作曲

実
音
は
１
オ
ク
タ
ー
ヴ
下

１オクターヴ高く

A
アンダンテ

ndante：ゆっくり歩くような速さで
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つくった２小節のメロディーの音型やリズムを反復，変化させて８小節のメロディーをつくろう。その際，曲を
繰り返し演奏できるように終わり方も工夫しよう。

手順2

60 61

D
ダウ

AWソフトを使ってみよう

　EDM（Electronic Dance Music）は，シンセサイザーなどの電子音を用いたダンス・ミュージックの一つで

ある。明確な定義はないが特徴として，１小節に４分音符を4つ打つバス・ドラムのリズムの他，短いフレー

ズを繰り返し用いたり，既存の曲や音源の一部を流用して再構築したりする手法などが挙げられる。

　これらの特徴をもとにEDM風の曲をつくろう。

EDM（エレクトロニック・ダンス・ミュージック）をつくろう

116ページギター /キーボード・コード表

８小節のメロディーをつくろう。　

　ほとんどのEDMはコンピュータのDAW（Digital Audio Workstation）
ソフトを使用して作られている。それぞれ仕様は異なるが，基本的な操作
の手順は次のとおりである。

アヴィーチー《Levels》／ M
モンド

ONDO G
グロッソ

ROSSO《Slow it down》／マデオン《I
イカロス

carus》／マシュメロ《Alone》参考曲  

●❶パートごとにトラック（音色を分ける部屋）を作る。
●❷パートごとに音色を決める。
●❸拍子，テンポを設定する。
●❹パートごとに音を入力する（「打ち込む」ともいう）。

　音の入力には，ソフト上の五線譜に音符を入力していく方法もあるが，ピアノロールという画面に音を入力してい
くのが一般的である。また，あらかじめ録音されている音をそのままトラックに貼り付けていく方法もある。DAWソ
フトが進化したことによって，近年はこれらの手法で作られる楽曲も多い。

C4

1 2 3 4

ピアノロール スコア

C3

C2

ピアノロール画面の例

3

コード進行のパターン例（ハ長調の場合）

EDMを聴いてみよう。
　EDMは，リズム，メロディー，ベース，ハーモニーで構成されていることが多い。
　まずは，下に挙げた参考曲などを聴き，音色，リズム，テンポなど，音楽のさまざまな要素の働きを理解して，創作
のイメージを膨らませよう。

リズム・パターンを選ぼう。
　下の 例1 〜 例3 は，EDMでよく使われるバス・ドラム（BD），スネア・ドラム（SD），ハイハット・シンバル（HH）のリ
ズム・パターンである。それぞれの演奏を聴いて，好きなものを１つ選ぼう。また，選んだリズム・パターンにはどのよ
うなメロディーが合うのか想像しよう。

1

2

ハ長調の音階の中から「ド・レ・ミ・ソ・ラ」の５音のみ
を用いて，まずは２小節のメロディーをつくろう。
その際，キーボードなどで音を確認しながらつくる
とよい。

手順1

コード進行を選ぼう。
　下の「コード進行のパターン例」を参考に，キーボードなどで音を確認しながらコード進行を選ぼう。4

ベースとハーモニーを付けよう。
　コードのルートを用いてベースを付けよう。また，響きのバランスや構成音の配置を考えてハーモニーも付けよう。

作品ができあがったら発表し合い，意見を交換しよう。

　 5 までにつくった８小節のメロディー，ベース，ハーモニーそれぞれの音
色を考え，全体を２〜４回繰り返して曲が終わるようにしよう。その際，音が
だんだん小さくなって消える形（フェード・アウト）にするとよい。
　発表する際は，工夫した点などをプレゼンテーションし，互いの作品につい
て意見を交換しよう。

5

6

完成したメロディー（Ⅰ）に，もう一つのメロディー（Ⅱ）をつくって重ねよう。
　もう一つのメロディーはコードの構成音を中心につくろう。Ⅰが動いているところでは，Ⅱの動きを少なくするなど，
互いのパートがより引き立つようにリズムを工夫しよう。

+ …クローズド奏法　  …オープン奏法

例1 例2 例3

HH

BD
SD

Ⅰ

Ⅱ

コードの構成音で音価を長くし，
共通する音をタイでつなぐ Ⅰと異なるリズムにする

例  音価の長い音符を中心としたⅡのメロディー

１〜４小節を反復させる

例

● コンピュータを活用し
てもよい。

● 試奏しながら修正を加
え，よりよい作品に仕
上げる。

ヒント

シンコペーションのリズムを用いてノリ
4 4

を出す

例   例1  のリズム・パターンを選択

４分音符と８分音符を中心につくる

例    のコード進行を選択

コードの
構 成 音

１小節に１つのコードを用いる １〜４小節のパターンを反復させる

※青色の音符はルート（根
こん

音
おん

）を示している。

共通音

ハーモニー

メロディー

ベース

リズム

メロディーとベースとの響きのバランスを考えながら，演奏しやすい配置にする

前の１小節を繰り返す記号

コードのルートを低い音域でベースに用いて響きを安定させ，リズムは４分音符を中心に，８分音符で変化を付ける

●Ⅰを数回繰り返してからⅡを重ねたり，Ⅱを前奏にして曲の冒頭に加えたりしてもよい。ヒント

● 先にコード進行を決めてからメロディー

をつくる方法もある。 3 と 4 で試行錯
誤を重ねながら進めるとよい。

ヒント

１〜２小節を反復させる 後半に高音を用いて高揚感を出す

１〜２小節のリズムを反復させて曲に統一感を出す 下行させて少し落ち着いた感じにする

ソをドに変更
例

リ
ズ
ム
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
ベ
ー
ス
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
曲
を
つ
く
ろ
う

（ を含む）

リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
＆
作
品
例

創作４では，ダンス・ミュージックの一つである「EDM（Electronic�Dance�
Music）」を取り上げました。４つ打ちを基本としたリズム・パターンや短いフレー
ズの反復，循環コードなど，創作のヒントがあふれています。

創作の手順を丁寧に示しています。

二次元コードコンテンツの音源を利
用して，選んだリズム・パターンを
再生しながら，メロディーやコード
進行を考えることができます。また，
作品例も聴くことができます。

（教科書P.60・61）

デジタル・コンテンツの活用につなげる
コンピュータの発展とともに，音楽をコンピュータで制作する「DTM（デスク・トップ・ミュージック）」が進化し，
近年ではDAW（Digital�Audio�Workstation）ソフトによる音楽制作が主流となっています。MOUSA2では，
その基本的な制作方法の例を紙面に再現し，デジタル・コンテンツを活用した創作につながるよう試みました。

令和5年度�MOUSA2�掲載曲� タイトル赤字は新規掲載もしくは企画を変更したもの
曲　名 作　曲

歌

唱

・

器

楽

Alleluja W.A.モーツァルト

SUN 星野 源

歩いて帰ろう 斉藤和義

One�more�time,�One�more�chance 山崎将義

糸 中島みゆき

ハナミズキ マシコタツロウ

ソルフェージュ�

Prelude�Ⅲ 三宅悠太

誰かがちいさなベルをおす 木下牧子

浜辺の歌 成田為三

からたちの花 山田耕筰

Kaimana�Hila C.E.キング

Happy�Birthday�to�You P.S.ヒル，M.J.ヒル

Crazy�G 作曲者不詳

天体観測 藤原基央

Funiculì-Funiculà L.デンツァ

Nel cor più non mi sento（うつろな心） G.パイジエッロ

Vaga luna, che inargenti（優雅な月よ） V.ベッリーニ

Quando�me�n’�vo,�soletta�per�la�via
（私が町を歩くと） G.プッチーニ

Je�te�veux（あなたがほしい） E.サティ

Sehnsucht nach dem Frühlinge（春への憧れ） W.A.モーツァルト

Der�Lindenbaum（菩提樹） F.シューベルト

Der�Vogelfänger�bin�ich�ja（オイラは鳥刺し） W.A.モーツァルト

夏は来ぬ 小山作之助

夏は来りぬ 作曲者不明

冬 A.ヴィヴァルディ

ソナチネ W.A.モーツァルト

シンコペーテッド・クロック L.アンダソン

The�Phantom�of�the�Opera A.ロイド＝ウェバー

All�I�Ask�of�You A.ロイド＝ウェバー

長唄《越後獅子》から 九世杵屋六左衛門

涙そうそう BEGIN

安里屋ユンタ 宮良長包

おばば 岐阜県民謡

〈一段〉(《三段の調》から) 久本玄智

ラ・クンパルシータ G.M.ロドリゲス

愛のロマンス スペイン民謡

Tears In Heaven E.クラプトン, 
W.ジェニングス

Can’t�Take�My�Eyes�Off�Of�You
（君の瞳に恋してる） B.クルー, B.ゴーディオ

We’ve�Only�Just�Begun（愛のプレリュード） P.ウィリアムズ,
R.ニコルズ

上を向いて歩こう 中村八大

赤とんぼ 山田耕筰

夕ぐれ 佐井孝彰

明日の木 三宅悠太

曲　名 作　曲

鑑
　
　
賞

映画『ハリー・ポッターと賢者の石』 J.ウィリアムズ

ミュージカル《オペラ座の怪人》 A.ロイド＝ウェバー

日
本
の
伝
統
音
楽

琵琶楽 薩摩琵琶《川中島》 初世吉水錦翁

文楽《冥途の飛脚》から〈封印切の段〉 近松門左衛門

歌舞伎《京鹿子娘道成寺》 初世杵屋弥三郎
（初世杵屋作十郎 補曲）

世
界
の
諸
民
族
の
音
楽

スンム（僧舞）（韓国）

コーン（タイ）

バリ島のケチャ（インドネシア）

バラタナーティヤム（インド）

セマー（旋回舞踊）（トルコ）

チャールダーシュ（ハンガリー）

フラメンコ（スペイン）

マサイ族の踊り（ケニア，タンザニア）

アルゼンチン・タンゴ（アルゼンチン）

フラ（ハワイ）

《和声と創意の試み》第１集〈四季〉から〈冬〉 A.ヴィヴァルディ

《ブエノスアイレスの冬》 A.ピアソラ 

交響曲第41番�ハ長調�K.551《ジュピター》から
第４楽章 W.A.モーツァルト

オペラ《リゴレット》から〈女心の歌〉 G.ヴェルディ

オペラ《トゥーランドット》から
〈誰も寝てはならぬ〉 G.プッチーニ

オペラ（ジングシュピール）《魔笛》K.620から
〈復讐の心は地獄のように胸に燃え〉 W.A.モーツァルト

楽劇《トリスタンとイゾルデ》から
愛の死〈優しくかすかな彼のほほえみ〉 R.ヴァーグナー

演奏会用狂詩曲《ツィガーヌ》 M.ラヴェル

連作歌曲集《冬の旅》D911 F.シューベルト

《ハンガリアン・ロック》 G.リゲティ

弦楽六重奏のための《180�beats�per�minute》 J.ヴィトマン

ピアノ・ソナタ第14番 嬰ハ短調op.27-2
《月光》から第１楽章 L.v.ベートーヴェン

ピアノ協奏曲第５番�変ホ長調�op.73《皇帝》から
第１楽章 L.v.ベートーヴェン

交響曲第７番�イ長調�op.92から第１楽章 L.v.ベートーヴェン

弦楽四重奏曲第14番�嬰ハ短調�op.131から
第１楽章 L.v.ベートーヴェン

●平成30年度版から削除した曲
【歌唱・器楽】東京VICTORY ／椰子の実／楓／ PreludeⅠ／ Nessun dorma! ／

Après un rêve ／ Sherry ／アンパンマンのマーチ／ E-TEN-RAKU ／情景（バレ
エ音楽《白鳥の湖》から）／ソナタ（コートヴィル）／愛のテーマ（映画『ニュー・シネマ・
パラダイス』から）／ Die Lotosblume ／夢やぶれて（ミュージカル《レ・ミゼラブル》
から）／ Amazing Grace ／てぃんさぐぬ花／ピルカ ピルカ／斎太郎節／祭の夢／
フラメンコのパルマ／人生のメリーゴーランド／秋のあじさい／はなさくら／幼
き日のアルバム
【鑑賞】あなたのとりこ／シェリーに口づけ／ラ・クンパルシータ／イパネマの娘／
マシュ・ケ・ナダ／バレエ《白鳥の湖》／文楽《冥途の飛脚》から〈淡路町の段〉／モン
ゴルの民族舞踊（モンゴル）／バヌアツの民衆の踊り（バヌアツ）／《ヴァイオリン・ソ
ナタ イ長調》から第４楽章／オペラ《エジプトのジューリオ・チェーザレ》から〈もし
私に憐れみを感じてくださらないのなら〉／オペラ《フィガロの結婚》から〈もう飛
ぶまいぞ，この蝶々〉／オペラ《セビーリャの理髪師》から〈今の歌声は〉／《レクイ
エム》ニ短調／《ルーマニア民俗舞曲》／ドレスラーの行進曲による９つの変奏曲／ 
交響曲第６番 ヘ長調《田園》から第１楽章／弦楽四重奏曲第13番 変ロ長調から第
５楽章〈カヴァティーナ〉

創作

（参考）DAWソフトによる音楽制作の画面



リズムを聴き取るリズムを聴き取る 聴き取ったリズムを打つ聴き取ったリズムを打つ

リズムを聴き取るリズムを聴き取る 聴き取ったリズムを打つ聴き取ったリズムを打つ

リズムを聴き取るリズムを聴き取る 聴き取ったリズムを打つ聴き取ったリズムを打つ

20
音
高
や
音
程
、
リ
ズ
ム
な
ど
に
気
を
付
け
て
、
楽
譜
を
読
ん
だ
り
音
を
聴
き
取
っ
た
り
す
る
力
を
身
に
付
け
よ
う

s o l f è g e

①

②

③

音高を付けずに，メロディーのリズムを階名でできるだけ速く読もう。その際，
手で腿

もも

の辺りを軽く打ちながら拍を取ろう。リズムを正確に読む練習

④

音高や音程，リズムなどに気を付けて階名で歌おう。メロディーを階名で歌う練習

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

ピアノの音を聴き取って，［　］内に音を書き入れよう。

リズムを聴き取った後，続けてそのリズムを手拍子で打とう。

音を聴き取る練習

リズムを聴き取る練習

⑥ 

〜 

⑪

116 ギター／キーボード・コード表

ベース音コード

メイジャー

セブンス

メイジャー・セブンス

マイナー

オン・コード

コード

覚
え
て
お
き
た
い
コ
ー
ド

マイナー・セブンス

サス・フォース

ディミニッシュ・
セブンス

ベース音

ダイヤグラム
●…押さえる位置　×…弾かない弦　 ▼…ルート　 ┃セーハ…左手の人さし指などで２本以上の弦を同時に押さえる
１…人さし指　２…中指　３…薬指　４…小指　ダイヤグラムの下の数字…フレット番号

キーボード
◉…伴奏の際ベース音に使う
●…和音の構成音

コ
ー
ド
表

10 11

各コードの押さえ方を
動画で確認することができます。

二次元コードコンテンツの充実

歌

ウクレレ

メロディー

ウクレレ

ウクレレ

歌

右手でウクレレのボディーをたたく

30 31
ウ
ク
レ
レ
の
さ
ま
ざ
ま
な
奏
法
を
身
に
付
け
、
表
現
を
深
め
よ
う

ウ
ク
レ
レ
の
ス
ト
ロ
ー
ク
奏
法
を
身
に
付
け
、
弾
き
歌
い
を
し
よ
う

ウ
ク
レ
レ

「ウクレレソロ」に挑戦しよう
　「ウクレレソロ」とは，メロディーとコードを組み合わせて弾く
スタイルである。《Happy Birthday to You》をTAB譜を見ながら
ソロ演奏しよう。
　この曲ではメロディーとコードを全て右手の親指の腹で弾く。
弾いた後に隣の弦に指を当てて止めるようにすると，メロディー
を際

きわ

立たせることができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ジャカソロ」とは，ウクレレソロの演奏スタイルの一つ。コードを押さえて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ストロークで演奏するときと同様に，右手の人さし指で「ジャカジャカ」と弾く
のでこう呼ばれている。TAB譜どおりに弾くと自然にメロディーが浮き上がってくる。
　ハワイで子どもから大人まで幅広く親しまれている《Crazy G》をジャカソロで演奏しよう。

第１弦
第２弦
第３弦
第４弦

１ ２ ３

薬

第１弦（ラ）A

第２弦（ミ）E

第３弦（ド）C

第４弦（ソ）G

２弦

３弦

１弦

４弦 １
フ
レ
ッ
ト

２
フ
レ
ッ
ト

フレット番号ナット

押さえる位置と左手の指

※アルファベットは英語音名を，
（　）内はハ長調の階名を示す。

開放弦の音

弦を押さえる左手の指
人…人さし指　
中…中指
薬…薬指
小…小指

●ダイヤグラムの例（ コード）

１ ２ ３

１ ２ ３１ ２ ３１ ２ ３

１ ２ ３

●使用するコード

ストローク奏法で伴奏しよう

ダウン・ストローク

人さし指の爪
の側面を弦に
当てる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「Kaimana Hila」とは，ハワイのオアフ島にある火山ダイヤモンド・ヘッド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のことである。周辺の名所を盛り込んだこの歌を歌いながら，ストローク奏法
で伴奏しよう。「ストローク」とは，左手でコードを押さえ，右手の人さし指でリズムを刻む奏法である。４本の弦をできるだ
け同時に鳴らすようにして，第４弦から第１弦に向かって手首を支点に振り下ろして弾く「ダウン・ストローク」に，第１弦から
第４弦に向かって弾く「アップ・ストローク」を加えたリズムで演奏しよう。

アップ・ストローク

人さし指の腹
の側面を弦に
当てる。

：ダウン・ストローク　　 ：アップ・ストローク

K
カイマナ

aimana H
ヒラ

ila
チャールズ・E.キング 作詞・作曲／長

は

谷
せ

部
べ

裕
ゆう

介
すけ

 編曲・楽譜構成

Crazy G
作曲者不詳／長

は

谷
せ

部
べ

裕
ゆう

介
すけ

 編曲・楽譜構成

チューニング

TAB（タブ）譜の読み方

ダイヤグラム

　TAB譜では４本の横線がウクレレの各弦を表しており，上から順に
第１弦，第２弦…となっている。数字は押さえるフレット番号を示し，
音の長さや休符は普通の楽譜と同じように表す。

第１弦
～

第４弦

第３弦開放，
付点８分音符

第２弦１フレット，第３弦開放，
第４弦２フレット，４分音符

2分音符
16分音符

「ジャカソロ」に挑戦しよう

人 と 中 は押さえたままにする。

中

中 中人

中

薬

薬

人

薬
中

薬

人
中

中 小

小

人 人

人

人

中

中人

人

人

人 薬 人

人薬
薬

中

中 中

中 中中 中

人

人

 から へ移動する際，左手はフィンガー・ボードの上を滑らせるようにする。

薬 は押さえたり離したりする。

（セーハ）：左手の人さし指で２本以上の弦を同時に押さえる

ストロークのリズム

１ ２ ３

１ ２ ３１ ２ ３１ ２ ３

１ ２ ３

ウクレレ

※青色の数字はメロディーを示している。

８分音符を示す ４分音符を示す

前の１小節を繰り返す記号

２分音符を示す

Happy Birthday to You
P.S.ヒル，M.J.ヒル 作詞・作曲／長

は

谷
せ

部
べ

裕
ゆう

介
すけ

 編曲・楽譜構成

MOUSA1に引き続き，MOUSA2でもウクレレを取り上げています。
二次元コードコンテンツでは，ウクレレの奏法を動画で確認することができます。

●掲載曲：��《Kaimana�Hila》（教科書P.30）／《Happy�Birthday�to�You》（教科書P.31）／�《Crazy�G》（教科書P.31）

楽器の奏法などの説明と楽譜を見開きに配置し，学習に取り組みやすい紙面構成になるよう工夫しています。

実際の奏法を動画で確認することができます。
（教科書P.30・31）

段階を踏んだストローク奏法の学習をはじめ，アルペッジョ奏法など，
ギターのいろいろな奏法を実際に動画で確認することができます。

●掲載曲：��《天体観測》（教科書P.32・33）／《愛のロマンス》（教科書P.83）�
《Tears�In�Heaven》（教科書P.84･85）

ウクレレ

ギター

ギターの奏法を動画で確認

音声や動画などの充実した二次元コードコンテンツを用いて，実際に視聴しながら
確認することにより，知識の習得を確かなものにします。

その他の資料 ソルフェージュ�

外国の歌曲

和楽器

（教科書P.20）

（教科書P.116・117）

�各学校の実態に応じてさまざまな和楽器を選択できるよう，
三線，篠笛，箏の3種類を取り上げました。それぞれの奏法
を動画で確認することができます。

和楽器の演奏を動画で鑑賞

箏による〈一段〉の演奏

●イタリア語の歌曲�...掲載曲：�《Funiculì-Funiculà》（教科書P.37）

� 《Nel�cor�più�non�mi�sento（うつろな心）》（教科書P.38・39）

� 《Vaga�luna,�che�inargenti（優雅な月よ）》（教科書P.40・41）

� 《Quando�me�n’�vo,�soletta�per�la�via（私が町を歩くと）》（教科書P.42）

●ドイツ語の歌曲�......掲載曲：�《Sehnsucht�nach�dem�Frühlinge（春への憧れ）》（教科書P.47）

� 《Der�Lindenbaum（菩提樹）》�（教科書P.48・49）

� 《Der�Vogelfänger�bin�ich�ja（オイラは鳥刺し）》（教科書P.50）

●フランス語の歌曲�...掲載曲：�《Je�te�veux（あなたがほしい）》（教科書P.44）

�原語歌詞の朗読とリズム読みの音声を聴くことができます。

演奏例を再生することで，
各自で聴き取り課題を実施することができます。

その他，リップロールや
ボディー・パーカッションの
演奏例も動画で

確認することができます。

こちらの二次元コードより，実際の
二次元コードコンテンツをご視聴いただけます。
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年間指導計画例

月
配
当
時
間

題材名 題材のねらい 学習目標 主な教材 主な学習活動

学習指導要領の内容
A表現 B鑑賞 〔共通事項〕 内

容
の
取
扱
い

⑴歌唱 ⑵器楽 ⑶創作 ⑴鑑賞 音楽を形づくっている要素
ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ 音

色
リ
ズ
ム

速
度
旋
律
テ
ク
ス
チ
ュ
ア

強
弱
形
式
構
成

ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ ア イ ウ

４

５

６

７

３ 曲想を感じ取って，
曲にふさわしい発
声で歌おう

発声練習に適した曲や親しみやすい曲，歌いやすい
曲を通して，発声などの技能を身に付けながら，表
現を工夫して個性豊かに歌うとともに，主体的・協働
的に学習に取り組む意欲を高める

曲想と音楽の構造や歌詞との関わり及びその関わりによって生み
出される表現上の効果を理解するとともに，曲にふさわしい発声，
言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付け，個性豊かに
歌唱表現を創意工夫する

Alleluja
「ヴォイス・トレーニング」
糸
Funiculì-Funiculà

・  曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して歌い，表現に必要な技能を身に付ける
・  歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞との関わり及びその関わりに

よって生み出される表現上の効果を理解する
・  音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら個性豊かに歌唱表現を工夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑵
⑷

4 リズムにのってア
ンサンブルをしよ
う

ボディー・パーカッションやキーボードなどによるア
ンサンブルを通して音色や奏法，表現を工夫し，他
者と協働しながら演奏する喜びを味わう

曲想と音色や奏法との関わり及びその関わりによって生み出され
る表現上の効果を理解するとともに，曲にふさわしい奏法や身体
の使い方などの技能，及び他者との調和を意識して演奏する技
能を身に付け，個性豊かに器楽表現を創意工夫する

ソルフェージュ（リズム）
PreludeⅢ
シンコペーテッド・クロック

・  曲にふさわしい音色，奏法，身体の使い方などに留意して演奏し，表現に必要な技能を身に付ける
・  各パートの役割を意識するとともに，全体の響きの特徴を感じ取ったり，理解したりしながら，

他者との調和を意識して演奏する技能を身に付ける
・  曲の特徴を生かした表現ができるよう試行錯誤したり意見を交換したりしながら演奏する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑵
⑷
⑸
⑻

4 ポップスの特徴を
理解して歌おう

日本や外国のポップスをリズムにのって歌ったり，曲
に込められた思いを味わったりしながら，曲想と歌
詞との関わりなどを理解し，個性豊かに歌う

曲想と音楽の構造や歌詞，文化的背景との関わり及びその関わ
りによって生み出される表現上の効果を理解するとともに，曲に
ふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に
付け，個性豊かに歌唱表現を創意工夫する

SUN/歩いて帰ろう/One more time, One 
more chance/ハナミズキ/Can t̓ Take My 
Eyes Off Of You/We v̓e Only Just Begun

「ルールを守って音楽を楽しもう！」

・  曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して歌い，表現に必要な技能を身に付ける
・  歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞，文化的背景との関わり及

びその関わりによって生み出される表現上の効果を理解する
・  音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら個性豊かに歌唱表現を工夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑵
⑷
⑾

4 変奏や編曲に挑戦
しよう

身近な曲の旋律をもとに，音楽を形づくっている要
素の働きを変えることで，曲のもつ表情や雰囲気を
変化させ，個性豊かに変奏や編曲をする

音を連ねたり重ねたりしたときの響きの特徴及び構成上の特徴に
ついて，表したいイメージと関わらせて理解を深めるとともに，音
楽を形づくっている要素の働きを変化させ，変奏や編曲をする技
能を身に付け，個性豊かに創作表現を創意工夫する

「旋律の雰囲気を変化させよう」
「演奏スタイルを変化させよう」

・  旋律に音を加えたり，リズムや拍子，調などの音楽を形づくっている要素の働きを変化させた
りして変奏する技能を身に付ける

・  旋律に別の旋律を重ねたり，伴奏を付けたりして編曲する技能を身に付ける
・  音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら個性豊かに創作表現を工夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑵
⑶
⑷
⑺

４ 表現を工夫してリ
コーダーを演奏し
よう

リコーダーの独奏やアンサンブルを通して，曲にふ
さわしい奏法を身に付けるとともに，音色や表現を
工夫して個性豊かに演奏する

曲想とリコーダーの音色や奏法との関わり及びその関わりによっ
て生み出される表現上の効果を理解するとともに，曲にふさわし
い奏法，身体の使い方などの技能を身に付け，個性豊かに器楽
表現を創意工夫する

夏は来りぬ
冬
ソナチネ

・  曲にふさわしい奏法や身体の使い方などに留意して演奏し，表現に必要な技能を身に付ける
・  演奏したり互いに聴き合ったりしながら，曲想と楽器の音色や奏法との関わり及びその関わり

によって生み出される表現上の効果を理解する
・  音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら個性豊かに器楽表現を工夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑵
⑷

４ 音楽を形づくってい
る要素に注目して，
曲のよさや美しさを
探ろう

さまざまな楽器が生み出す響きやその特徴が，どの
ような要素やそれらの働きによってもたらされている
のかを探るとともに，音楽のよさや美しさを深く味
わう

音楽を形づくっている要素やそれらの働きに注目しながら曲を聴き，
曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わりについて理解を深
めるとともに，曲や演奏に対する評価とその根拠について考え，
音楽のよさや美しさを深く味わって聴く

「音楽を織りなすさまざまな要素」/〈四季〉から
〈冬〉/《ブエノスアイレスの冬》/交響曲第41番
《ジュピター》から第４楽章/《ツィガーヌ》/《ハ
ンガリアン・ロック》/弦楽六重奏のための《180 
beats per minute》/「西洋音楽の流れ」

・  音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚し
たことと感受したこととの関わりについて考え，音楽のよさや美しさを深く味わって曲を聴く

・  曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わりについて意見を交換し理解を深める
・  曲や演奏に対する評価とその根拠を述べ合う

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑶
⑵
⑷
⑻

３ 日本の伝統音楽と
郷土の芸能につい
て知ろう

実際に長唄を体験したり，日本の伝統音楽や郷土の
芸能を鑑賞したり調べたりしながら，それぞれの特
徴に対する理解を深めるとともに，その魅力を味わ
う

長唄の言葉の特性と発声との関わり及びその関わりによって生み出さ
れる表現上の効果と‚日本の伝統音楽や郷土の芸能の特徴を理解する
とともに‚曲にふさわしい発声‚言葉の発音‚身体の使い方などの技能を
身に付け，音楽表現の共通性や固有性について考え‚音楽のよさや美
しさを深く味わって聴いたり‚個性豊かに歌唱表現を創意工夫したりする

歌唱： 長唄《越後獅子》から
鑑賞：  薩摩琵琶《川中島》/文楽《冥途の飛脚》から

〈封印切の段〉/歌舞伎《京鹿子娘道成寺》
　　　「日本音楽の流れ」/「郷土の芸能〜風流踊」

・  長唄の言葉や唄い方の特性と発声との関わりを理解し，曲にふさわしい発声になるよう表現
を工夫して唄う

・  琵琶楽，文楽，歌舞伎及び各地に伝わる風流踊を鑑賞したり調べたりしながら，音楽の特徴
と文化的・歴史的背景との関わりについて理解を深める

・  音楽表現の共通性や固有性について気付いたことや考えたことを述べ合う

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑶
⑵
⑷
⑹
⑻
⑼

９

10

11

12

8 日本や諸外国の歌
曲に親しみ，表現
を工夫して独唱し
よう

さまざまな言語による歌曲に親しみ，それぞれの特
徴を理解するとともに，曲にふさわしい発声，言葉
の発音，身体の使い方などの技能を身に付け，表現
を工夫して個性豊かに独唱する

曲想と音楽の構造や歌詞，文化的・歴史的背景との関わり及びそ
の関わりによって生み出される表現上の効果を理解するとともに，
曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能を
身に付け，音楽のよさや美しさを深く味わって聴いたり，個性豊
かに歌唱表現を創意工夫したりする

歌唱：  ｢詩の心を大切に歌おう」/「日本語の歌詞の
歌い方」/誰かがちいさなベルをおす/浜辺の
歌/からたちの花/｢からたちの花 大解剖！」
Nel cor più non mi sento/Vaga luna, 
che inargenti/Je te veux/Sehnsucht 
nach dem Frühlinge/Der Lindenbaum

鑑賞：連作歌曲集《冬の旅》

・  曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して歌い，表現に必要な技能を
身に付ける

・  歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞，文化的・歴史的背景との関
わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果を理解する

・  音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら個性豊かに歌唱表現を工夫する
・  曲や演奏に対する評価とその根拠を述べ合う

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑶
⑵
⑷
⑻

２ 映画音楽を鑑賞し
よう

音楽と映像との結び付きや，音楽によって映画の場
面や登場人物の心情がどのように表現されているか
について考えながら鑑賞し，映画音楽の魅力を味わう

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わりについて理解を深
めるとともに，曲や演奏に対する評価とその根拠について考え，
音楽のよさや美しさを深く味わって聴く

「映画を彩る音楽」
「映画音楽を聴こう 映画『ハリー・ポッターと賢
者の石』」

・  場面の状況や雰囲気，登場人物の心情などが音楽によってどのように表現されているかに留意
しながら映画を鑑賞し，曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わりについて理解を深める

・  曲や演奏に対する評価とその根拠を述べ合う

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑶
⑵
⑷
⑻

４ 和楽器に親しみ，
表現を工夫して演
奏しよう

和楽器に親しみ，その音色や表現の特徴を味わうと
ともに，奏法を身に付け，音色や表現を工夫して個
性豊かに演奏する

曲想と和楽器の音色や奏法との関わり及びその関わりによって生
み出される表現上の効果を理解するとともに，曲にふさわしい奏
法，身体の使い方などの技能を身に付け，個性豊かに器楽表現
を創意工夫する

三線： 涙そうそう/安里屋ユンタ
篠笛：おばば
箏：一段

・  曲にふさわしい奏法や身体の使い方などに留意して演奏し，表現に必要な技能を身に付ける
・  演奏したり互いに聴き合ったりしながら，曲想と楽器の音色や奏法との関わり及びその関わり

によって生み出される表現上の効果を理解する
・  音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら個性豊かに器楽表現を工夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑵
⑷
⑹
⑻
⑼

６ 表現を工夫して合
唱やヴォイス・アン
サンブルをしよう

各パートの役割を意識するとともに，全体の響き
や表現上の効果に留意しながら，表現を工夫して
合唱やヴォイス・アンサンブルをする喜びを味わう

曲想と音楽の構造や歌詞との関わり及びその関わりによって生み
出される表現上の効果を理解するとともに，他者との調和を意識
して歌う技能を身に付け，個性豊かに歌唱表現を創意工夫する

夏は来ぬ/上を向いて歩こう
赤とんぼ/夕ぐれ/明日の木

・  一人一人が主体的に歌いながら，他者との調和を意識して歌う技能を身に付ける
・  各パートの役割を意識するとともに，全体の響きや表現上の効果に留意しながら歌う
・  音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら個性豊かに歌唱表現を工夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑵
⑷

６ 構成を工夫した作
品やEDM（エレク
トロニック・ダンス・
ミュージック）をつ
くろう

構成を工夫した作品づくりや，EDMの特徴を生かし
た作品づくりを通して，創作表現に必要な技能を身
に付けるとともに，個性豊かな音楽作品をつくり出
す面白さを体験する

音素材，音を連ねたり重ねたりしたときの響き，音階や音型など
の特徴及び構成上の特徴について，表したいイメージと関わらせ
て理解を深めるとともに，反復，変化，対照などの手法を活用
して音楽をつくる技能，及び旋律をつくったり，つくった旋律に
副次的な旋律や和音などを付けた音楽をつくったりする技能を身
に付け，個性豊かに創作表現を創意工夫する

「構成を工夫して作品をつくろう」
「EDM（エレクトロニック・ダンス・ミュージック）

をつくろう」

・  楽器の音色の特徴を生かして主題をつくり，それを連ねたり重ねたりしながら２つのパートに
よる作品をつくる

・  EDMでよく使われるリズム・パターンに合う旋律をつくったり，コード進行をもとにベースと
ハーモニーを付けたりする

・  反復，変化，対照などの手法を活用して旋律をつくったり，つくった旋律に副次的な旋律を
重ねたりする技能を身に付ける

・  音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら個性豊かに創作表現を工夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑵
⑶
⑷
⑺
⑽

４ ミュージカル・ナン
バーを歌おう

物語のあらすじや歌詞の内容，登場人物の心情など
を理解し，曲にふさわしい表現を工夫して個性豊か
に歌う

曲想と音楽の構造や歌詞との関わり及びその関わりによって生み
出される表現上の効果を理解するとともに，曲にふさわしい発声，
言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付け，音楽のよさ
や美しさを深く味わって聴いたり，個性豊かに歌唱表現を創意工
夫したりする

歌唱：The Phantom of the Opera
　　　All I Ask of You
鑑賞： ミュージカル《オペラ座の怪人》

・  ミュージカルを鑑賞し，物語のあらすじや歌詞の内容，登場人物の心情などを理解するとともに，曲
にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して歌い，表現に必要な技能を身に付ける

・  歌ったり互いに聴き合ったり，意見を交換したりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞との関わ
り及びその関わりによって生み出される表現上の効果を理解する

・  音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら個性豊かに歌唱表現を工夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑶
⑵
⑷
⑻

１

２

３

２ 世界の諸民族の音
楽を知ろう

世界の諸民族の音楽を，身振りを伴う表現に着目し
て鑑賞したり演奏したりしながら，その音楽や表現
の特徴を理解する

世界の諸民族の音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わりにつ
いて理解を深めるとともに，曲にふさわしい奏法，身体の使い方
などの技能を身に付け，音楽表現の共通性や固有性について考え，
音楽のよさや美しさを深く味わって聴いたり，個性豊かに器楽表
現を創意工夫したりする

鑑賞： 「世界の諸民族の音楽」
器楽：ラ・クンパルシータ

・  世界の諸民族の音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わりについて理解を深めながら鑑賞する
・  それぞれの音楽表現の共通性や固有性について気付いたことや考えたことを述べ合う
・  《ラ・クンパルシータ》のリズム，旋律などの特徴を理解し，曲にふさわしい奏法や身体の使い

方などの技能を身に付ける

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑶
⑵
⑷
⑻
⑼

６ 表現を工夫してギタ
ーやウクレレを演奏
しよう

ギターやウクレレの音色や表現の特徴を味わうとと
もに，奏法を身に付け，音色や表現を工夫して個性
豊かに演奏する

曲想とギターやウクレレの音色や奏法との関わり及びその関わり
によって生み出される表現上の効果を理解するとともに，曲にふ
さわしい奏法，身体の使い方などの技能を身に付け，個性豊か
に器楽表現を創意工夫する

ギター： 天 体 観 測/愛のロマンス/Tears In 
Heaven

ウクレレ：  Kaimana Hila/Happy Birthday to 
You/Crazy G

・  曲にふさわしい奏法や身体の使い方などに留意して演奏し，表現に必要な技能を身に付ける
・  演奏したり互いに聴き合ったりしながら，曲想と楽器の音色や奏法との関わり及びその関わり

によって生み出される表現上の効果を理解する
・  音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら個性豊かに器楽表現を工夫する

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑵
⑷

４ オペラに親しみ，ア
リアに挑戦しよう

物語のあらすじや歌詞の内容，登場人物の心情など
を理解し，曲にふさわしい表現を工夫して個性豊か
に歌う

曲想と音楽の構造や歌詞との関わり及びその関わりによって生み
出される表現上の効果を理解するとともに，曲にふさわしい発声，
言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付け，音楽のよさ
や美しさを深く味わって聴いたり，個性豊かに歌唱表現を創意
工夫したりする

歌唱： Quando me n’ vo,soletta per la via
　　　Der Vogelfänger bin ich ja
鑑賞：「オペラ・アリアを味わおう」

・  オペラを鑑賞し，物語のあらすじや歌詞の内容，登場人物の心情などを理解するとともに，曲にふ
さわしい発声，言葉の発音，身体の使い方などに留意して歌い，表現に必要な技能を身に付ける

・  歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想と音楽の構造や歌詞との関わり及びその関わりに
よって生み出される表現上の効果を理解する

・  音楽を形づくっている要素の働かせ方などを試行錯誤しながら個性豊かに歌唱表現を工夫する
・  曲や演奏に対する評価とその根拠を述べ合う

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑵
⑶
⑵
⑷
⑻

２ 作曲家の生涯と作
品をたどろう

L.v.ベートーヴェンの生涯をたどりながら，それぞれ
の作品の特徴を理解し，魅力を味わう

曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり，音楽の特徴と文化的・歴
史的背景との関わりについて理解を深めるとともに，曲や演奏に対する
評価とその根拠について考え，音楽のよさや美しさを深く味わって聴く

「クローズ・アップ・マエストロ」
L.v.ベートーヴェン

・  作品を鑑賞したり，作曲家について調べたり，意見を交換したりしながら，曲想や表現上の効
果と音楽の構造との関わり，音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わりについて理解を深める

・  曲や演奏に対する評価とその根拠を述べ合う

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ⑶
⑵
⑷
⑻

※
内
容
の
取
扱
い
の
太
字
は
音
楽
Ⅰ
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の



•�優しく語りかけるような気
持ちで旋律を美しく歌い上
げる。
•�４小節ごとのフレーズを意
識して歌う。
•�指導用CDや二次元コード
を参考に，原語歌詞の朗読
やリズム読みの練習をし，
滑らかに発音できるように
してから歌う。
•�原語の語感やアクセントの
位置に注意し，それらを生
かした表現を心がける。
•�14 〜 17小節の短調の部
分は，愛する気持ちを伝
えるという意識をもって
歌う。

•�語尾の「r」は，巻き舌ではっ
きりと発音する。
•� の部分の原語歌詞は，
子音の前に，母音を軽く言
い直すつもりで歌う。

〔例〕

•�子音を早めに発音し，音と
母音を合わせるようにする。

〔例〕

•�曲調を生かして，柔らかい
タッチで弾く。

•�記されたディナーミクは１
回目の歌詞のためにあると
考え，２回目は歌詞に合わ
せて工夫して弾く。

•�６小節目からは右手１，３
拍目の表拍の音と左手のバ
ス音をよく響かせる。２拍
目の表拍の音も響かせるよ
うに弾く。

•�14 〜16 小節の短調の部
分では，和音の変化や転
調を意識して，タッチを
変えるなど音色を変化さ
せて弾く。

•�21，23小節目のブレス記
号に注意する。

　ベッリーニの歌曲の中でもよく知られているメッゾ・ソプラノのためのアリエッタ。この曲は，《３つのアリエッタ》
の第３曲である。
■ヴィンチェンツォ・ベッリーニ Vincenzo Bellini　1801 〜 1835：イタリア，シチリア島のカターニア生まれの作
曲家。ロッシーニ，ドニゼッティと並んで，19世紀前半のイタリア・オペラを代表する存在である。1819年，ナポリ
王立音楽院に入学し，在学中に作曲した最初のオペラ《アデルソンとサルヴィーニ》で注目を集める。27年にミラノの
台本作家ロマーニ（1788 〜 1865）と出会い，《海賊》《夢遊病の女》《ノルマ》などの傑作を生み出した。ベッリーニの音
楽は，流麗で美しい旋律が特徴であり，彼は「カターニアの白鳥」とも呼ばれていた。その類いまれな旋律美は，後のヴェ
ルディやショパン，ヴァーグナーにも影響を与えている。オペラ以外の作品としては，いくつかの宗教曲や器楽曲，数
十曲ほどの歌曲がある。

(6)

(7)

指導のポイント 伴奏のポイント

楽曲について

102 103

「u」は深い音色で

歌詞のリズム読みの練習を十分に

音高に注意

素早く 素早く

歌に合わせる

ずり上げないように

１語として発音する

１語として発音する

歌に合わせる

少し目立たせて

少し目立たせて

歌パートの高まりを感じて弾くようにする

14 15

観点 教科書の特色

範
囲

⃝ 取り扱う内容の範囲は，学習指導
要領の目標及び内容によっているか。

⃝ 多様なジャンルから精選された教材によって必要な内容が十分に扱われており，音楽科の
目標を達成するという観点から極めて適切なものとなっている。

程
度

⃝ 教材は生徒の心身の発達段階や能
力の実態に適応しているか。

⃝ 歌唱教材においては，生徒の心情的な発達段階に応じた楽曲が取り上げられている。器楽
教材においては，各学校の実態や生徒の習熟度に応じた楽曲が取り上げられている。また，
鑑賞教材についても同様の扱いがなされている。

内
容

⃝教材の選択及び扱いは，学習指
　導を進めるうえで適切であるか。
⃝〔共通事項〕は，学習指導を進める
　うえで適切に扱われているか。

⃝ 三つの柱を踏まえて，基礎的・基本
的な学力の定着について適切な配
慮がなされているか。

⃝ 説明文やイラスト，写真などは，
学習指導を進めるうえで適切であ
るか。
⃝ 「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けて，配慮や取り組みはな
されているか。
⃝ 我が国や郷土の伝統音楽及び音楽

文化に対する配慮がなされている
か。

⃝  幅広く変化に富んだ学習活動を行うことのできる教材が用意されており，生徒が興味・関
心をもって意欲的に学習を進めることができるよう配慮されている。
⃝ 表現及び鑑賞に共通する指導内容として〔共通事項〕に示された「音楽を形づくっている要素」

に関する学習が示されており，その考え方の具体的なヒントとなる「音楽を織りなすさま
ざまな要素」が掲載されている。
⃝ 教材の内容は，三つの柱（「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間

性等」）と相互に関連付けられており，基礎的・基本的な内容を学習することのできる教材や説明
が適切に配列されている。
⃝�「思考力，判断力，表現力等」の育成を図ることができるよう，思考した内容を記述する例や生

徒どうしの会話から曲の分析を行う教材などが掲載されている。
⃝ 説明文は平易な文章で書かれており，その配置も工夫されている。
⃝ イラスト，写真の取り上げ方もアイディアにあふれ，音楽的感性を育成しながら知的理解

を深められるよう配慮されている。
⃝ 生徒が自ら主体的に学習活動を進められるように，各教材に学習内容や活動のポイントが

明確に示されている。
⃝ 創作の活動においては，生徒の能力に応じて弾力的に進められるよう配慮されている。
⃝ 鑑賞の活動においては，日本独自の文化の中で育まれてきた音楽の特徴を感じ取ることが

できるよう配慮されている。器楽の活動においては，各学校の実態に応じて取り組めるよ
う3種類の和楽器が取り上げられている。歌唱の活動においては，長唄を体験することの
できる教材が掲載されている。また，音楽的側面からだけでなく，文化的側面からも捉え
られるよう配慮されている。

構
成

⃝ 小学校，中学校における学習内容
との系統性，一貫性に配慮されて
いるか。
⃝ 各学校や生徒の実態に応じた学習

指導計画を立てるための配慮がな
されているか。

⃝教材の配列は適切であるか。

⃝ 教材の分量は適切であるか。

⃝ 小学校，中学校の義務教育における音楽科の目標の上に立った内容の教科書となっている。
⃝ 歌い継いでいきたい日本の歌を「心の歌」と題して小学校，中学校から一貫して取り上げて

おり，日本の歌に対する配慮がなされている。
⃝ 各教材に示された学習内容や活動のポイント，歌唱・器楽，資料の「ジャンル別MAP」など

により，各学校や生徒の実態に応じて学習指導計画を立てられるよう配慮されている。
⃝ 表現教材と鑑賞教材との関連が図られており，複数の領域や分野を通じた題材設定がしや

すいよう配慮されている。
⃝学習指導要領の内容に即した教材が適切に配列されている。
⃝ 表現教材と鑑賞教材との関連が図られているとともに，ページ間に張られたリンクによって，

理解を深めたり関連付けたりすることができるよう随所に工夫がなされている。
⃝ 豊富な分量の教材が扱われており，各学校や生徒の実態に応じて柔軟に対応できるよう配

慮されている。

人
権

⃝ 国際理解，情報，環境，人権教育
などに配慮されているか。

⃝ 全体を通して，人権教育に対する適切な配慮がなされている。また，諸外国の文化に対す
る理解を深めることについても配慮がなされている。
⃝ 音楽に関する知的財産権について「ルールを守って音楽を楽しもう！」が掲載されており，

生徒に分かりやすく説明されている。

体
裁

⃝ 全体の体裁は教科書として適切で
あるか。

⃝印刷，製本などは適切であるか。

⃝ ユニバーサルデザインへの配慮が
なされているか。

⃝ A4判で楽譜が見やすく，紙面のレイアウトも統一感があり，教科書として適切なものと
なっている。

⃝ 表紙や扉からも音楽に対するメッセージが感じられる体裁となっている。
⃝ 全ページにわたって美しいカラー刷りとなっており，楽譜，文字，イラスト，写真などが

鮮明に印刷されている。
⃝製本は長期の使用に十分耐える堅牢なものとなっている。
⃝ 再生紙を使用し，リサイクル可能な表紙加工を施すなど，環境に十分な配慮がなされている。
⃝ 全体に区別しやすい配色を用いながら，学習上の必要に応じて形状や濃度を違えるなど，

確実に識別できるよう配慮されている。
⃝ ユニバーサルデザインフォントが使用されており，誰もが読みやすい文章や楽譜となるよ

う配慮されている。

総
合
所
見

学習指導要領の内容に即した教材が適切に配列されている。確実に学習を進められるよう，各教材には学習内容や活動のポイント
が示され，生徒の主体的な学習活動を促すとともに，指導者が歌唱・器楽，資料の「ジャンル別MAP」を使って，各学校や生徒の実
態に応じた学習指導計画を立てられるよう配慮されている。二次元コードコンテンツを利用して，各楽器の奏法や外国の歌曲の原
語歌詞の発音などを視聴することができるため，自宅での予習や復習を効果的に行うことができる。

検討の観点別に見た特色指導書について

※ワークシートやEXERCISEは二次元コードよりダウンロードすることができます。

【 指導書の構成】
研究資料編・楽譜資料編・指導用CD・鑑賞用CD（セット販売）……定価23,100円（本体21,000円+消費税）

研究資料編

年間指導計画例とそれに対応した題材ごとの評価規準例，学習指導案例などを複数掲載しています。
授業を多角的にサポートする資料を掲載しています。
ソルフェージュの補充教材を掲載しています。
音楽史や楽典などに関するEXERCISEを掲載しています。

楽譜資料編

歌唱教材の伴奏譜の他，移調譜や別の編曲なども随時取り上げ，指導の便宜を図っています。

指導用 C D（２枚）

歌唱と器楽の教材の模範演奏，カラピアノ，合唱曲のパート別演奏（一部）などを収録しています。
また，イタリア語，ドイツ語，フランス語の各歌曲は原語歌詞の朗読，リズム読みも収録しています。

鑑賞用 C D（３枚）

厳選した鑑賞教材を収録しています。

◆指導のポイントと楽曲解説をまとめた紙面の例 232

EXERCISE［楽典基礎編］

1 次の各音の音名をドイツ語と日本語で書きなさい（１点，２点などの区別は書かなくてよい）。

2 次の①〜③の楽譜の拍子記号に合うように，  の場所に音符を１つずつ書き入れなさい。

3 それぞれの音階の種類を次の中から選び（　　　　　）に書き入れなさい。

年 組 番

氏名

①

②

③

ドイツ語

日 本 語

長音階　　和声的短音階　　全音音階　　沖縄音階　　ブルー・ノート・スケール

（　　　　　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　　　　　）

4 次の楽譜の演奏順序をA-B-C…で（　）に書きなさい。

（ ）

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

（ 　 　 　 ）
［ 　 　 　 ］

ドイツ語

日 本 語

◆楽典に関するEXERCISEの例
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別売 鑑賞参考教材ソフトについて
　教科書に掲載されている「世界の諸民族の音楽」の授業展開を強力にサポートする鑑賞参考教材ソフトが，Blu-rayで登場！
迫力ある演奏のみならず，各国の風景や美しい民族衣装などの文化にも触れることができます。DVDをはるかに超える高解像
度と，最新技術のマスタリングによる臨場感あふれるサウンドで楽しめます。

民族編
⃝DVD 1枚／収録時間146分
⃝�価格19,800円
　（本体18,000円+税10%）
⃝38か国，全59曲を収録
⃝�民族音楽研究家，江波戸昭先生の
　解説付き

日本の伝統芸能�編
⃝DVD 1枚／収録時間126分
⃝価格19,800円
　（本体18,000円+税10%）
⃝�雅楽，琵琶楽，能楽，文楽，歌舞伎

の成り立ちと魅力を紹介
⃝鑑賞演目は副音声解説付き

世界の民族音楽
⃝Blu-ray 1枚／収録時間202分　⃝価格19,800円（本体18,000円+税10%）
⃝49か国，全86曲を収録
⃝全ての映像について，各分野の研究者によるライナーノーツ付き

●本　　社 〒171-0051　東京都豊島区長崎1-12-14 TEL.03-3957-1175（代）

●中部支社 〒460-0024　名古屋市中区正木4-8-7 れんが橋ビル8F TEL.052-678-3151（代）

●関西支社 〒540-0003　大阪市中央区森ノ宮中央1-14-17-601 TEL.06-6943-7245（代）

●西部支社 〒751-0808　下関市一の宮本町2-7-14 TEL.083-256-4747（代）

ホームページ　https://www.kyogei.co.jp/

※環境に配慮した紙を使用しています。

　この他，音楽鑑賞DVDでは「日本の伝統芸能 編」と「民族編」を販売しています。どちらも鑑賞や音楽史の授業に最適です。


